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予算審査特別委員会

日 時 令和７年３月６日（木）

１３：００～１６：０２

場 所 議場

出席者 議長、副議長、議員７名（欠席：なし）（傍聴者：なし）

説明員 浅田課長、安達室長、榎尾室長

書 記 長崎局長、倉光書記

○櫃田委員長 ただいまより予算審査特別委員会を開会します。

委員の皆様の御推挽をいただきまして、委員長を拝命いたしました櫃田です。よろしく

お願いいたします。

委員の皆様の活発な御意見をいただきますとともに、スムーズな進行に御協力のほど、

よろしくお願いいたします。

本会議において付託となりました令和７年度各会計予算９議案の審査を行います。

審査日程につきましては、あらかじめ配付のとおりです。

審査の進め方は、一般会計、特別会計、事業会計を問わず所管ごとに説明を受け、その

後に質疑、討論、意見集約を行います。特に指摘すべき事項等ありましたら、発言を求め

ますので、発言いただきますよう、よろしくお願いいたします。

なお、最終総括では、意見の調整、討論、採決を行います。会議はフリートーク方式で

行いますが、発言許可をした後、起立の上、簡潔明瞭にお願いいたします。発言を求める

ときは、発言ボタンを押した上、挙手をお願いいたします。

また、傍聴につきましては、日南町議会傍聴規則を準用いたします。

それでは、本日の日程によりまして、地域づくり推進課の審査を始めます。

淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 初めに、本日の説明員の紹介をいたします。隣から、安達移

住交流推進室長でございます。

○安達室長 よろしくお願いします。

○淺田地域づくり推進課長 それから、榎尾まちづくり推進室長でございます。

○榎尾室長 よろしくお願いします。
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○淺田地域づくり推進課長 そして、私、淺田で説明させていただきますので、よろしく

お願いいたします。

初めに、私のほうから、昨年の決算審査特別委員会での審査事項についての対応状況に

ついて御説明させていただきます。

地域づくり推進課には、公共交通確保総合対策事業について指摘事項がございました。

１件でございますけれども、一つに有償運送の協議会がございますが、それが令和５年度

に開催されていなかったという御指摘、また、公共交通空白地有償運送であるとか福祉有

償運送の事業者の意見を聞く機会がないのではないかというような御指摘をいただきまし

た。今年、今年度ですけども、令和６年度ですが、１０月、１２月、それから本年２月と、

今、計３回の公共交通確保対策協議会を開催しておりますが、第１回の１０月１１日にお

きまして有償運送運営協議会のほうも同時開催をさせていただきまして、そちらのほうに、

ＮＰＯ等でございますけども、交通空白地有償運送であるとか福祉有償運送の事業者もお

呼びしまして、意見をいただいたところでございます。

以上が指摘事項に対する対応状況でございます。

それから、本日の説明に当たりまして、大きく変化点としまして、西部広域行政管理組

合の負担金、このこともこの前の予算の説明でもございましたけれども、来年度、令和７

年度から、その負担金を全て地域づくり推進課の予算のほうに一括で集約しまして、今後

の事務の推進を円滑に図っていくということにさせていただいておりますので、その部分、

予算が大きく膨れとるということだけ御承知おきいただきたいと思います。実際には、各

課のほうで中身的には対応させていただくんですが、予算はうちのほうで持たせてもらっ

とるということでございます。

そうしますと、具体的な説明は各室長のほうからさせていただきます。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 失礼いたします。そうしますと、地域づくり推進課の令和７年度の予算につ

きまして、室長が事業ごとに交代して説明をさせていただきますので、よろしくお願いし

ます。

まず、１６ページ目になります。総務費から説明をさせていただきます。企画一般管理

事務です。令和７年度の当初予算としまして、前年度比９２７万９，０００円増の５，４

２９万７，０００円の予算を計上をさせていただきました。本事業につきましては、従来、

総合計画ですとか総合戦略に係る関連した費用を計上しておりましたけれども、まち未来



－3－

創造課のほうに移管されたということもございまして、若干、事業内容のほうもコンパク

トになっております。大きな事業の内容としましては、地域おこし協力隊に係るもの、あ

と、関西日南町人会とモンゴル交流、国内、国外交流に係るものを上げさせていただいて

おります。

また、冒頭ではございますが、１点、おわびがございます。本来この事業のほうに、事

業概要のほうに中心地域の整備計画に係る文言を入れさせていただくのが筋ではございま

したけれども、御存じのとおり、同計画につきましては病院の建設問題等、核になる部分

について、まだ不明瞭といいますか、決定してないことが多くて、こちらのほうは令和７

年度への予算の繰越しということで議会に上程をさせていただいております。こちらのほ

うの記述が漏れておりましたので、１点、冒頭ですが、おわびをさせていただきます。

主な執行経費の内訳となります。基本的には例年並みの予算を精査して計上をさせてい

ただいておりますけれども、大きく変更になった部分が負担金補助及び交付金の項目で、

地域おこし協力隊の補助金、こちらにつきまして、前年のおよそ倍の額の金額、約４，８

３６万円を計上させていただいております。こちらにつきましては、従前、委員会等で説

明をさせていただきまして、昨年より新年度の新規協力隊の募集をホームページ上で行わ

せていただいておるところです。来年度採用予定の協力隊ですけれども、先週１名、新規

の採用、応募がございまして、面接をさせていただきましたところ、採用の決定の通知の

ほうをせんだってさせていただいたところでございますし、また、新たな活動支援団体の

ほうに採用を希望されてる方の面接が来週、１名ですが、予定をされておるところです。

こちらの企画一般管理事務の中で、地域おこし協力隊に係る部分が旅費、需用費、負担金

というふうに上がっておりますけれども、財源としましては一般財源扱いとはしておりま

すが、こちらは満額、特別交付税の措置がございますので、非常に有利な制度となってお

りますので、積極的に活用をしてまいりたいというふうに思っております。

あと、１点、午前中の予算審議の中でも説明がありました。たったもカードまち活ポイ

ントにつきましても、本課のほうが便宜上、一般会計に係るものについては、全ての課の

ものを集約して予算化をさせていただいております。

本年度の予算額、２５項目で１９１万９，０００円となっております。

企画一般管理事務については以上です。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 失礼いたします。そうしますと、１７ページのほうを御覧ください。住民参
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画まちづくり事業になります。本年度予算額５，９５９万円、前年度との比較８３７万８，

０００円の増となります。主な増額要因ですが、まちづくり協議会設立２０周年を記念し

実施する講演会関連費用１５万５，０００円の増、集落支援員、移住定住枠２８０万円の

増、まちづくり協議会独自で行います２０周年記念事業を含む交流活動活性化交付金４２

５万１，０００円の増となっております。令和７年度は、まちづくり協議会設立２０周年

を迎える節目の年となります。過去２０年の振り返りと、未来に向けたまちづくり協議会

が目指すべき方向性を検討し、第５期５か年計画を策定してまいります。また、地域の空

き家の把握や、移住者と地域をつなぐことを目的とした集落支援員を新たに配置し、移住

者の受入れ体制、地域との溶け込み、受入れ体制の強化を努めてまいりたいと考えており

ます。執行経費及び財源につきましては以下のとおりとなっております。

そうしますと、続いて、１８ページ目を御覧ください。電算管理運営事務になります。

本年度予算額２億５，４５６万７，０００円、前年度との比較５，７９７万円の増となっ

ております。主な増額要因ですが、標準準拠システム運用に係る経費６，０７４万８，０

００円の増、ＯＳ、いわゆるウィンドウズのＯＳ切替えのための端末更新費用等に係る備

品購入費３，１００万円の増。一方、標準準拠システム構築に係る費用２，２２１万７，

０００円の減、人件費１，１１３万１，０００円の減、行政ホームページ保守委託料２１

０万円の減となっております。こちらの行政ホームページ保守委託料につきましては、令

和７年度からまち未来創造課、広報広聴事業のほうへ移管しております。現在、令和７年

９月に切替えし、運用できるように標準準拠システムを構築しております。令和７年度も

引き続き、運用開始に向け事業の進捗管理を行いながら進めてまいりたいと思っておりま

す。

９月以降は新システムの業務となり、それに伴う関連費用が生じております。経費節減

の可能性につきましては、デジタル庁内に経費精査をする専門の支援サービス窓口が設置

されました。これらの新サービスや他団体とも連携を取りながら取り組んでまいりたいと

思っております。また、ウィンドウズ１０の保守サポートが令和７年１０月１４日に終了

いたします。サポート切れ前に業務用の端末を入れ替え、業務に支障のないように努めて

まいりたいと考えております。

執行経費及び財源につきましては以下のとおりとなります。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 そうしますと、１９ページ、地方振興負担金管理事務の説明となります。冒
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頭で課長のほうが申し上げましたけれども、令和７年度から本負担金につきまして、地域

づくり推進課のほうで予算の一括計上と支出処理を行わせていただくものとなりました。

予算につきましては、前年度と比較して、地域づくり推進課として見ますと１億６，２３

３万３，０００円の増の１億６，９８６万１，０００円となっております。内容につきま

しては、従前の所管課というところを下の表のほうに上げさせていただいております。令

和６年度当初予算でのこの全課に係る予算額が１億６，５５９万８，０００円でございま

して、実質負担金のほう４２６万３，０００円が増額となっております。

予算編成の段階におきまして、この本課のほうで一括計上させていただくことになりま

した理由としまして、西部広域の行政管理組合の分賦金条例がせんだっての２月定例会で

改正をされました。従前、年間４回に分けて負担金のほうを同組合に納入させていただい

ておりましたけれども、同組合におきまして年度内にその資金がショートする機会が多く

て、そのたびに退職積立基金のほうから一時借入れをして、事業を執行してまいっておら

れた状況がございます。基金の長期運用が難しいというところもございまして、各市町村

に事前の照会はございましたけれども、最終的に年６回の納付ということをさせていただ

きます。これに伴いまして、従前は各課、この費用負担区分に応じてそれぞれ支出処理を

行いまして、それを本課のほうで取りまとめをして支出をしておりましたが、こういった

ことが非常に煩雑になるというところもございまして、予算的なところでは大きなメリッ

トはございませんけれども、事務負担の軽減という観点で、こういった取扱いをさせてい

ただくことになりました。

地方振興負担金管理事務につきましては以上です。

続きまして、下段です。青年結婚・ＵＩターン促進事業でございます。本年度の予算額、

前年比で２，０６６万３，０００円減の１，９０３万１，０００円の予算を計上させてい

ただいております。午前中の予算審議の中で、こちらに関して山里Ｌｏａｄの委託の部分

が御発言がございました。こちらにつきましては、表現のほうが、若干、文面のほうが分

かりづらかった部分がございますけれども、この移住定住に係る山里Ｌｏａｄへの委託事

業につきましては、大幅に内容をちょっと見直しをしております。

詳しくは、本日資料として提出をさせていただきました、毎年提出をさせていただいて

おります設計書の内訳を御覧いただきたいと思いますけれども、まず、人件費につきまし

ては、観光振興部門と移住定住部門で従前は分けて計上しておりましたけれども、３年間

いろいろやってまいりまして、事務的な部分になりますけれども、いろんな難しい部分が
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ございましたんで、このたびから、観光振興部門のほうに人件費は一括計上をさせていた

だくことにいたしました。

また、空き家バンクに係る補助金、各種補助制度につきましては、こちらの山里Ｌｏａ

ｄにちなんの予算のほうに入れさせていただいておりましたが、従来より、移住定住を希

望される方の案内ですとか説明とかは山里Ｌｏａｄの専門職員がさせていただいてたんで

すけれども、結局、実態といたしまして、交付決定を下ろしたり確定したりという事務が

役場のほうがやっておりましたのに加えまして、昨年この資金が、昨年も９月に補正予算、

増額補正のほうをさせていただいておりましたけれども、こういった場合が今後考えられ

ますけれども、同様の場合も、そうすると山里Ｌｏａｄとの委託契約の変更契約というこ

とがその都度出てまいりますので、いろいろな事務手続のことも鑑みまして、空き家バン

クに係る補助金等は役場の直営というふうにさせていただくことにいたしました。冒頭に

も申しましたけども、実際の移住定住を希望される方とのやり取り、空き家バンクに係る

所有者や使用者の方へのやり取りは、実際には山里Ｌｏａｄの職員のほうで変わらずさせ

ていただく予定としておりますので、よろしくお願いいたします。

あと、主なものといたしましては、いきいき定住促進条例です。せんだって２月の全員

協議会のほうでも説明をさせていただきましたけれども、この中で結婚祝い金と定住奨励

金、同居奨励金と、住宅補助金のほうはまた補助金になりますので別扱いとなっておりま

すけれども、こちらのほうは引き続き継続して事業を行ってまいりたいというふうに考え

ております。

あと、空き家のリノベーションの創業支援事業につきましても５００万円の予算という

ところで、２件、今のところ相談を受けておりますけれども、具体的に早期の執行が見込

めるものが１件ということでございます。こちらにつきましては、せんだっての一般質問

の中で御意見いただきました。早期にホームページのほうで公開して、募集のほうをさせ

ていただきたいと思っております。

青年結婚・ＵＩターン事業につきましては以上でございます。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 そうしますと、２０ページ、２１ページとなります。公共交通確保総合対策

事業になります。本年度予算額１億３，０５２万１，０００円、前年度との比較３，７１

９万６，０００円の増となっております。主な増額要因ですが、令和７年度は定時定路線

用の中型バス１台と、１４人乗り用の小型車両１台の導入費用３，３５１万８，０００円
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の増とさせていただいております。また、バスのタイヤの購入費としまして１３６万円の

増となっております。令和７年度につきましては、先日の議会全員協議会の中でも報告さ

せていただきましたが、一部の定時定路線で運行してる便につきまして混乗型スクールバ

ス化を行ってまいります。公共交通は各地域と中心地を結ぶために大きな役割となってお

ります。新しい日南町の運行を模索していくために、日南町公共交通確保対策協議会で議

論してまいりたいと考えております。また、パセオのロータリー部分の舗装が若干傷んで

いる部分がございますので、修繕を行うこととさせていただいております。執行経費及び

財源につきましては以下のとおりとなります。

続きまして、２１ページ、タウンズネット管理運営事務となります。本年度予算額７，

３３２万５，０００円、前年度との比較７５０万円の減となります。主な増減の要因でご

ざいますが、まず、増額につきまして、町内のサブセンターへ設置しておりますタウンズ

ネット通信機器、主にスイッチ類の修繕代としまして４０７万円の増とさせていただいて

おります。地域イントラネット光ケーブルの調査業務といたしまして４６６万４，０００

円、ヘッドエンド室空調設備更新に係る費用３２１万２，０００円の増、タウンズネット

施設にありますＵＰＳの更改に係る費用４８６万９，０００円となっております。減額に

関してですが、人件費５９９万円と番組制作委託料７７２万５，０００円、番組送出設備

保守２９１万８，０００円の減となっております。なお、先ほど減額で申し上げさせてい

ただきましたちゃんねる日南等の番組制作委託料及び番組送出設備保守委託料につきまし

ては、令和７年度から、こちらも同様にまち未来創造課、広報広聴事業のほうへ移管して

おります。

令和７年度は、役場と町内の行政機関を結んでおります光ケーブルの調査を行いたいと

考えております。このケーブルにつきましては、平成１４年、１５年に整備し、２０年以

上が経過しております。一部、表皮の劣化を確認してるとこでございます。現在、この光

ケーブルにつきましては、行政機関だけではなく、ＮＴＴドコモさん、ソフトバンクさん、

西部広域消防局、鳥取県など、各種団体へ貸出しをしているとこでございます。令和６年

度につきまして、今年度につきましても表皮の劣化から光ケーブルがむき出しになり、鳥

や野のもの、いわゆるネズミ等によりまして光ケーブルが切られ、携帯電話が不通になる

という障害が発生いたしました。令和７年度は改めて劣化等の調査を行い、現状把握に努

めていきたいと考えております。

執行経費及び財源につきましては以下のとおりとなります。
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２２ページのほう御覧ください。地域振興センター管理運営事務になります。本年度予

算額１，１１６万１，０００円、前年度との比較３５７万７，０００円の増額となります。

主な増額要因でございますが、老朽化してきております大宮地域振興センターの屋上、現

在、たまったままとなっておりますプールの排水などを実施するために３３０万円の増額

とさせていただいております。令和７年度につきましても、引き続き地域の活動拠点とし

て利用できるように管理してまいりたいと考えております。大半の地域振興センターにつ

きましては老朽化が進んでおり、順次、緊急度を見極めながら引き続き施設を管理し、利

用してまいりたいと考えております。執行経費及び財源につきましては以下のとおりとな

ります。

○櫃田委員長 それでは、総務費から１ページずつ行っていきたいと思います。

１６ページ、企画一般管理事務について質疑を許します。

岡本健三委員。

○岡本委員 たったもカードまち活ポイント（旧行政ポイント）、この事業で一括されて

るということですけれども、このことについて以前に、去年の５月、大分前になってしま

うんですけれども、要領を頂きました。その行政ポイントがまち活ポイントに名前が変わ

ったということですが、実施要領のほうはどうなんでしょうか、変わるとこがあるのかな

いのか、教えてください。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、ちょっと今すぐにお答えができません。確認をいたしますので、

確認して御回答させていただきます、すみません。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 そうですか。それでお聞きしたかったのは、以前の要綱では、例えば文化祭

ですとか、ほかの事業についても、作品を出展したり、ボランティアとして運営に従事す

ればポイントが出たんだけれども、実際にそれを見に来る方にはポイントはつけられない

ような要領になっていて、その点は、少しでもポイントをつけてもらったほうが、多少な

りとも町内外の人にアピールすることになるんじゃないかというような声もいただいてる

んですけれども、その辺はお聞きになってませんかねっていうことなんですが。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 各まちづくり協議会も踏まえてというとこになりますが、出展者の皆さんに

は、作品を展示していただいたということへの謝礼、お礼っていうところも踏まえまして、
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この行政ポイント、まち活ポイントのほうをつけさせていただいておりますが、実際に来

ていただく方につきましては、委員おっしゃられますように、ポイントがあるから人が呼

べるっていうとこもあるのかもしれませんが、そこは地域で盛り上げるっていうところを

一番に置きまして、今のところ来ていただく方、見ていただく方にはポイントを付与する

ということは今現在考えておりません。また、それに伴う意見っていうところも、大きな

意見っていうのは聞いていないのが現状です。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 地域おこし協力隊が前年に対して倍増ということですが、例えばチャレンジ

起業、地域おこし協力隊の報償費が３２０万、前年度比からいくと４０万上がっておるん

ですが、これは国の政策で４０万に上がるようになったんでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 おっしゃいますとおりで、従前は報償費の上限額２８０万円ということで規

定がございましたけれども、国のほうで見直しがございまして、３２０万円ということに

なっております。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 ここで３つの１、２、３と、チャレンジ起業の協力隊、それから半学半域型

ということで、前年比に対して人数も大変、倍になっておりますが、ほぼ確定しておるん

ですか。新規４名とか新規１名、それから、特にインターン型地域おこし協力隊は前年が

２名に対して今回は５名を予定されてますが、この辺は、これからやるんだからというあ

くまで枠取りなのか、ほぼ確定してるのかをお伺いします。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 まず、１番のチャレンジ起業地域おこし協力隊につきましては、継続に係る

者が２名、あと、新規４名と上げておりますけれども、先ほど説明をさせていただきまし

た、先週、採用の決定をさせていただいた者が下、協力隊が１名と、来週させていただく

方１名というところで、現行のところ２名の応募というふうになっております。半学半域

型とインターン型につきましては、現在のところ新規の予定はない状況です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 どうぞ先にやってください。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 先ほどの地域おこし協力隊の関係ですけれども、地域づくりで担当している
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地域おこし協力隊もちろんいるんですけれども、それ以外に農業関係とか、いろいろと町

全体として地域おこし協力隊の受入れ状況というのをちょっとまとめた資料が頂きたいと

思うんですが、そういうこと可能でしょうかね。よく一般質問等で出していただいたよう

な資料なんですけれども、結局いろいろな課にばらけたり、もちろんあるんですけれども、

例えば採用された隊員がどういう団体に入っているかとか、そういうようなこともちょっ

と詳しく聞きたいなと思いますんで、できれば資料提供をお願いしたいと思うんですが、

よろしいでしょうか、委員長。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 昨年１０月の全員協議会等でも、表を示して説明をさせていただいておりま

す。これを新たなものに修正してお示しをさせていただきたいと思います。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 同じく地域おこし協力隊の案件でありますが、今まで地域おこし協力隊とい

うのがなかなか人が寄らないという実態があって、こういった形で推移しとるわけなんで

すが、よその自治体に比べると先進的な取組をされてるとこはもっと多いわけなんですが、

そういった意味において、こういった形で地域おこし協力隊を募集するというだけでの取

組でなしに、日南町の魅力とか日南町のロマン、要するに豊かな生活が送れますというよ

うなことを能動的に打って出るような活動というのは、この地域おこし協力隊を確保する

上で、そういった考え方は持っておられているのかいないのか、お伺いします。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、地域づくり推進課のほうの取組がまだまだというようなところ

は御指摘としてお受けさせていただきますけれども、実際、起業型の協力隊ですとかイン

ターン型の協力隊等につきましても、ＳＮＳですとか、広報誌のほうに原稿を出してるも

のもございますし、適宜、情報の発信ということはさせていただいております。また、そ

れぞれ協力隊として活動した期間の活動報告みたいなものを町にフィードバックできるよ

うな形でしていただいております。それが現状でございます。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 目的が担い手となる人材の確保というのが大きな目標になっとるわけでして、

先ほどおっしゃったような、そういった活動では、はっきり言って町のほうの方針として

ちょっと物足らないと感じるわけなんです。もっと打って出ないと、なかなか大多数の都

会といったらいいですか、この地域おこし協力隊に応募できる要件を満たした地域に住ん
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でいる方にとって、この日南町を知ってもらうという機会が誠、足らないと思うわけなん

でして、そういったことをやはりもっと重点的にやって、例えば農業であったり、また、

日南町の観光開発であったり、そういったことに関心のある人材を求める必要があると思

うわけなんですが、そういった考えを推し進める考えについてお伺いしたいと思います。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、失礼いたしました。地域おこし協力隊を呼び込む方法としまし

て、昨年は明治大学に赴きまして、明治大学の授業の１こまをお借りしまして、学生さん

を相手に町の職員が日南町のＰＲですとか、活動支援団体の方や実際に地域おこし協力隊

として赴任していただいてる学生さんにも御協力いただきまして、町の状況ですとか地域

おこし協力隊の活動、そういったものについてはアピールしてまいりまして、一定の評価

いただいておりますので、今後もそのような取組につきましては続けてまいりたいという

ふうに考えております。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 担い手となる人材確保が、今おっしゃったような大学のほうに出向いていく

ことによって日南町の担い手を確保できるかというのには、若干疑問を感じるわけであり

まして、そうでなくて、社会人で都会の生活に疲れた方とか、田舎の生活を希望する方、

この豊かな心を持って生活する方など、そういった社会人に対する取組というのもやはり

強化していく必要が本当、重要だと思うわけなんですが、その点の考えはどのようにお考

えですか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 先ほど室長のほうから、これまでの取組等の説明をさせてい

ただきましたけれども、やはりこちらで起業してもらう方、そういった方等もたくさん呼

び込みたい、そのためには活動を支援してくださる団体の協力は不可欠だと思います。ま

た、その活動をどのようにＰＲしていくかも、やっぱり向こうのほうの来ていただく方に

どれだけ響かせるか、それに興味を持ってもらって来ていただくか。ですので、やはり一

つ足りないのはうちらとしては、やはりこういった活動を頑張って、こちらでできるんで

してくださいというような、アピールの仕方をこれからは続けて、そういうことを興味を

持った方、やってみたいと思う方、そういった方に来てもらうような取組は続けていきた

いというふうには思っております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。
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○岡本委員 今の質問との関連かどうか分かりませんが、旅費のところに地域おこし協力

隊説明会で６人分なのか、昨年の予算の資料には６回って書いてあるんですけども、今回

は６としか書いてないけど、６人か６回なのか分からないですが、これとは関係ないんで

すか。これはどういう活動をされてるんですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 後のほうで、青年結婚・ＵＩターン事業のほうでも予算のほう計上させてい

ただいておりますけれども、こちら、予算の中では、企画一般では負担金のところで、Ｊ

ＯＩＮ移住・交流＆地域おこしフェア出展料という予算等、計上してございますし、旅費

のところでおっしゃられました地域おこし協力隊の説明というところで、日南町のほうは

大阪ですとか東京のほうに、担当職員や山里Ｌｏａｄの移住定住部門も一緒にこういった

場に参加をさせていただいて、日南町のブースとして日南町の紹介、説明、また、地域お

こし協力隊制度の案内といったことをさせていただいてはおりますが、現状のところ、こ

のイベントそのものへの参加の方が非常に限定的でありまして、鳥取県におきましても他

町と一緒に参加をさせていただいてるんですけれども、日南町のブースに来ていただく方

が５名ですとか６名ですとか、非常に少ないところが現在課題として上げられております。

今後、こういったところを日南町がもっと目立てるような形でＰＲをしてまいりたいとい

うふうに考えております。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 たったもカードまち活ポイント、１９１万９，０００円ですけども、前年度

は２９８万８，０００円で約１００万円下がっておるんですが、何かあまりにもちょっと、

１００万も減額なんで、その内容は何でしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 旧行政ポイント、まち活ポイントにつきましては、予算のほうは本課のほう

で一括の計上をさせていただいておりますけれども、予算編成の過程でその内容につきま

して、実績ですとか効果というものを踏まえて、各課で財政部局のほうがヒアリングをし

ております。その結果、前年当初では３６項目ありました、このまち活ポイントが対象と

なっておりましたけれども、現行２５項目で令和７年度、整理をさせて、実施をさせてい

ただく予定としております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 ということは、今日の午前中の説明のまち活ポイント事業、先ほど来２５項
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目、合計３５４万３，０００円ですが、この地域づくりの金額は合計３１万円なんですよ。

なぜ、ここで１９０万も上がるんですか。この一覧表見れば、地域づくりは３１万円です

よ、予算額は。どういうことでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 地域づくり推進課に係るものは、おっしゃられますとおり３１万円というふ

うになっておりますが、こちらの事務のほうで計上させていただいておりますのが、地域

づくり推進課に限らず、ほかの議会事務局ですとか、総務課、まち未来創造課、よその課

がありますけれども、その一般会計、特別会計を除くものについて全てを一括で便宜上、

計上をさせていただいておるものです。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 生山駅に関連する予算が出てるので、ちょっと生山駅のことについてお聞き

しますけれども、直接書いてはないですが、駅前の駐車場の利用について、何ていうんで

すかね、駅正面の駐車場が割と埋まってしまっててなかなか止められない。例えば、お店

に来る人、お好み焼きとかお弁当か買いに来る人たちが止めるスペースが少なくなってる

という指摘がありまして、それはなぜかというと、長い時間、例えばＪＲを利用するとい

うようなことで、長い時間駐車してる方がおられるんじゃないかというような声があって、

基本的には、そういう長い時間利用する方は線路沿いのところに止めていただければ、こ

ちらは空くんではないかと、その正面の駐車場は。そういった、何ていうんですかね、看

板ですとか、そういったお知らせ、広報というか、そういったものをしてほしいという声

をお聞きしたいんですが、そういったことは何か事業者さん、商工会などのほうから上が

ってきてませんかね。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 委員おっしゃられます生山駅前のロータリーのところは道路敷になっており

まして、実際の管理者としましては鳥取県ということになりますが、そうはいいましても

駅を気持ちよく御利用いただく必要がございますので、そういったことは本課としまして

も駅のほうでお願いをさせていただいたり、貼り紙をさせていただいたりして対応をさせ

ていただきたいと思います。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 事業概要の３番目にモンゴル交流事業ということで、交流支援員さん、これ

は地域おこし協力隊の１名分だと思うんですけども、ここで文化交流や諸問題解決のため
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の連携を行うということですが、ということは、地域づくり推進課がモンゴルとの交流の

中核の担当課となれば、私も一般質問で言いましたように、１年半オンライン会議も開い

てないということは、地域づくり推進課の責任なんでしょうか。この事業概要書いてあり

ます。どこがするんや、ほかの課じゃなしに、担当課は地域づくりなんですか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 今、交流員のほうも私どもの地域づくり推進課に配置されて

おりますし、今現在、モンゴルとの交流等の窓口はうちの地域づくり推進課が担っており

ますので、先方もやはりいろいろ選挙もあったり、いろいろごたごたして、なかなか対応

できないという返事はいただいておりますけども、その辺りはこちらのほうにももう少し

積極的にアピールをしながら、もっと交流ができるような形には持っていきたいというふ

うには思っております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 いや、１年半前に行かれて、要するに極端言うとほったらかしで、もう分か

ってますよ、前から選挙がありますとかいうの分かった。じゃあ、替わりました。幾らで

もオンライン会議ができるし、小学校は学校同士で幾らでもできる、やろうと思えばでき

るわけですね。ですから、これについては強力に本当にやる気があるならば、モンゴルと

の交流を、そして、モンゴルから、もともとの目的は、介護人材が来ていただきたいとい

うのが目的だったので、やはり、これ以上言いません、あくまでここに書いてる諸問題解

決の最重要な諸問題を、一番、二番を言ってください。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 これにつきましては、町長が答弁でも申し上げたかもしれま

せんけれども、やはり双方のトップのほうで話し合って諸問題、何が一番お互いに問題な

のかというところは、話し合って今後決めていくといいますか、明らかになっていくもの

だというふうには思っております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 いや、要するに、モンゴルに行って、町長も行かれて、そこで充実した会議

をされたわけですよ。それ、明確になっとるはずなんですよ。今、全然、抽象的な表現な

ので全く分かりませんが、だから、担当課としてはアプローチができないわけですよ。で

すから、言いましたように、一つ、二つ、明確に雇用問題やったら雇用問題ってはっきり

言っていただきたいんですが、いかがでしょうか。
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○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 おっしゃるとおり、確かにうちの課題といいますか、交流の

期待しとったところは、やはりそこの人材を求めるというところだったとは思いますけれ

ども、向こうといいますか、モンゴルのほうからしてみると、どういったことが一番の課

題なのか、また、こちらにしてほしいことかいうことはまた別な話になってきますので、

交流ということの一番の柱にどれを持っていくかというところにつきましては、やはりト

ップのほうで話し合ってもらって、決めて、明らかにしていくということに尽きるのでは

ないかなというふうには思っております。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

そうしますと、１７ページ、住民参画まちづくり事業について。

大西保委員。

○大西委員 集落支援員さん、各地域頑張っておられます。予算額も前年と同額というこ

となんで、あくまで予算額ですから、昨年も同じような資料を出していただいております。

各地域で強化型何名、ほぼ実績２４０万、その中の地域によって４人、５人となっとるよ

うな、各地域ごとのそれを出していただきたいんですが、それと、今現在の大体予想を、

今年度、もう大体２月まで実績分かっておると思うんで、やはりそれは今後の予算を見る

中で適切なのかどうかの判断もしたいと思いますので、早急に、まとめておられると思い

ますが、昨年も作っていただいてますので、できるでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 こちらの集落支援員の条件につきましては、資料をもって提出させていただ

きたいと思います。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 同じく集落支援員の今度新たに交付金というのは、移住定住枠、各地域１名

っていうのは、これは新規ですね、初めて。計算する、令和６年度はなかったでしょう。

ですから、これ、新規となるわけですね。それで、各地域に１名、今までの集落支援員が

おられるけども、この移住定住専門としていう形ですね。ほぼこの方は、予算が下りない

と決定できないかも分かりませんが、ほぼ確定しとるんですか。よくいうのは、ある地域

ではなかなか決まらない、６月になってもということですが、現時点の状況はどうなんで

しょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。
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○榎尾室長 資料のほうの後段のほうになります。集落支援員の新しい移住定住枠につき

まして、今現在、地域のほうで確定しているものは、すみません、ございません。内容と

しましては、兼任の４０万円を、兼任４０万円掛ける７の２８０万円で計上させていただ

いているところなんですが、いわゆるこれまでの集落支援員さんだけではなくて、具体的

には、来年度につきましては、空き家っていうところを中心に回っていただきたいなとい

うところは事務局のほうでは考えているとこなんですが、こういったところを整理してい

くための専門のところを補強しようっていう意味で、こちらのほう計上をさせていただい

ているところです。

予算可決後につきましては、直ちに募集をかけさせていただくということになります。

いわゆる地域だけではなく、例えば空き家だけの管理っていうとこで申し上げますと、あ

くまでこれ一例ではあるんですが、民間の会社の方も地域おこし協力隊使えるというとこ

ろがあります。例えば、郵便局ですとか、こういったところも集落支援員になれますよっ

ていうところがホームーページ上等でも出てまいってきてるのが現状です。地域をよく知

っておられる方に、特に空き家っていうところをよく知っておられる方に、こういった任

に当たっていただけるように取り組んでまいりたいと考えております。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 何か幅広い運用もできそうな感じがします。目的が定住とかその辺の相談と

かいうことですが、実際にこれの管理は、事務長さんがおられて、センター長さんがおら

れます。そして、地域づくりがあるわけですけど、やっぱり日々管理、例えば何時間しま

したよ、日報書きました、どこどこしましたいうのは、やっぱり一週間単位で出されるの

か、毎日出されて、それで、当然年間の予算がありますから、当然流用したりしてすると

思うんですけども、その辺の管理はどのような管理にされてるのか、もう地域に任せっき

りということになっとるのか、その辺ちょっと確認したいんですが。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 集落支援員さんにつきましては、基本的には、毎日活動日報っていうのを作

成していただいております。それをまず会長がチェックし、今現在は月ごとではございま

すが、役場のほうに提出していただいて、我々、担当者、室長、課長っていう形で確認を

してるとこでございます。以上です。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 まちづくり協議会結成２０年を迎えるということで、この予算の概要書にも
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ありますけれども、まちづくり協議会２０周年記念事業１０万円ということで、これは何

か記念講演をするというようなこともございましたし、それから、この説明用資料を見ま

すと、それ以外に各地域の特色を生かした記念事業を実施、支援するとなっております。

これは、交流活動活性化交付金の中に含めてあるのかどうか、それを確認します。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 こちらの各地域で行います２０周年の特別事業につきましては、交流活動活

性化交付金のほうで行おうとしております。具体的に、主なものっていうところになりま

すが、例えば大宮ですと、閉校後、体育館のほう、今後解体っていうことが決まっており

ます。この解体を、閉館していくっていうことを惜しみまして、神楽というところを計画

されておられましたり、例えば木下家、既存のイベントの冠っていうとこで申し上げます

と、福栄で申し上げますと、ウオーキングであったり、多里で申し上げますと、プロジェ

クションマッピングを行ったりっていうところが主なものとなりますが、各地域、それぞ

れ考えて実施していただくようになっております。以上です。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 これも毎年出していただいとったかなと思うんですが、まち協の交流活動活

性化交付金の実施事業の一覧的なものも、２０周年記念事業も含めまして提出をいただき

たいと思います。よろしいでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 こちらにつきましても、準備をして提出させていただきたいと思います。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 それと、昨年、各まち協の事務局のほうに職員を試行的に派遣されました。

それにつきましてちょっと一般質問したとき、どういうふうに今後やられるんかと伺った

ときに、７年度以降は通年を通して職員を派遣していくというようなことをたしか町長だ

ったかな、おっしゃっておったんですけれども、そこら辺りのとことか、ここの予算を伴

わないから……（「２２ページ」と呼ぶ者あり）２２ページ、書いてある、ごめん。２２

ページ、違うとこか。失礼しました。

失礼しました。ちょっと先走りました。間違えました。ということか。住民参画か。い

いです、すみません。私が間違っておりました。ここで合っとる。ここですよね。（発言

する者あり）ここですよね。

やっぱりこの事業なんで、ここの中で、全くそこら辺の、事業概要のところあたりに、
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予算を伴ってなくても何をやっとるかということが、やっぱりちょっと表現がいただきた

いと思うんですよ。幾ら小さな事業でも、やっぱり政策的にやっていく、そういうことは

書いていただける。確かに予算審査ではあるんですけど、いわゆる事業なんですよね。そ

こら辺の記載していただきたかったなということと、実際、７年度はその辺はどういうふ

うに考えられとるんでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 記載の件につきましては、申し訳ございません、今後、大事な事業につきま

しては記載していくように、分かりやすいように記載していくっていうことに努めてまい

りたいと思います。

あと、職員の地域振興センター、まち協への派遣っていうとこにございますが、一般質

問の中で町長答弁しましたように、４月以降、実際にこの３月、４月っていうところは、

各まちづくり協議会、決算であったり予算というところが本当に忙しい時期になってまい

ります。こういったとこのフォロー体制も踏まえて、早い段階で計画を立てながら、どう

いった形で派遣ができるのか、改めて各まち協と担当職員、もちろんこの地域づくり推進

課も一緒になってできるような体制、やっていく体制づくりっていうのを行ってまいりた

いと思います。以上です。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

そうしますと、１８ページ、電算管理運営事務について。

岡本健三委員。

○岡本委員 これ、ガバメントクラウドの件はこの間の全員協議会で説明していただいて、

令和８年度以降、ガバメントクラウド関連費用で１億円かかると。その部分が丸々プラス

になるということでした。いろいろ国が交付税措置するとかなんとかっていうことも言わ

れてますけども、ちょっとそれは置いといて、お聞きしたいのは、標準仕様にするという

ところまでは義務であるということで法律で定められてると思うんですが、ガバメントク

ラウド自身は努力義務であって、必ずしも利用しなくていいというのが基本的な国の方針

だと思うんですが、もう始めてしまっていてちょっと戻れませんっていうのはあるかもし

れないんですが、その辺のところはどのような検討をされたのか、されてないのかってい

うことをちょっと教えてもらえませんでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 クラウド上に標準準拠のシステムを置くっていうところで、そのところ、ク
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ラウド上に置く、それがガバクラに置くっていうところにつきましては、基本、国の中で

の方針の中で、基本的にはガバクラ、国、デジ庁になりますが、デジタル庁が用意したク

ラウドと同等の安全性を担保したものに置きなさいっていうのがあります。それをクリア

することができるんであれば、各自治体でやってもいいですよっていうとことなっており

ます。したがいまして、日南町、こういった小さい町ですと、なかなかそういった設備っ

ていうところを単独で準備するっていうところは、正直不可能な状況となっております。

したがいまして、このガバメントクラウド、デジ庁が示しましたクラウド、５つの会社

のクラウドを使って業務をやっていくっていうような形での整理のほうをさせていただい

ております。以上です。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 なるほど。そうすると、努力義務とは言いつつ、ほぼ日南町のような場合だ

と、ガバメントクラウドを強制的に使わなきゃいけないということなんですけどもね。な

おさら、ちょっと国にはしっかりとお金を出してもらいたいと思うんですが、それで、先

ほどデジタル庁が経費節減へ向けた窓口を設置したというようなお話でしたが、それはど

うなんでしょうかね、まだあまり時間がたってないので、これからということかもしれま

せんけれども、それで、経費の、国が最初に言ってたような３割削減みたいなところまで

はいかないにしても、経費のある程度の削減っていうのは見込めるもんなんでしょうか、

どうなんでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 先ほど委員おっしゃっていただきましたように、その情報を得てから、実際、

まだなかなかそこの支援相談窓口のほうへ連絡等はできておりませんが、イニシャル部分、

その立ち上げの部分につきましては、なかなか今の段階で精査するっていうのは正直難し

いのかなと思っております。ランニング部分につきましては、今後、標準の仕様でいいの

かですとか、例えば、ガバクラの利用時間によっても金額等も変わってくるものもござい

ますので、こういったところの指導を仰ぎながら、かつ日南町の業務を止めないような形

のものである必要がございますんで、そういったところを精査する相談窓口として相談さ

せていただくということも視野に入れながら、経費の節減っていうのは考えていきたいと

思っております。以上です。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

岩﨑昭男委員。
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○岩﨑委員 そのガバメントクラウド、前回、２月の２０日に、全協のときにちょっと詳

しい資料を頂いたんですけれども、ちょっと、なかなかばらけてよく分からないんですけ

ども、今の予算説明資料なんですけども、ちょっと整理したいんで、この図がありました

よね、頂いた。ここで、要は日南町の役場で囲ってある部分、それから、真ん中にケイズ

データセンターってあって、右側にガバメントクラウドってあるんです。これで一体幾ら

くらいの予算要求してあるのか。要は、ガバメントクラウドっていっても、ここ、業務ご

とに違うんですよね。ですから、既存のものが全てなくなるわけじゃなくて、既存で残さ

なければならないものもある。今話題になってるガバメントクラウドは多額な経費がかか

るんだよということもあるんですけど、ちょっとそこら辺を、どういうんですかね、予算、

構築のための予算と、それから、運用の経費あたりをちょっとスマートにそれこそまとめ

た表をいただければ、分かりやすいやつを。恐らくみんな分からないんですよ。特に、今

後、ガバメントクラウドに関しては、初期投資と運用経費、ここら辺りについて国に要望

していくとなれば、ましてやそこに対する経費に幾らかかるんで、やっぱりこれくらいは

交付税措置でお願いしたいよねっていうような話になるんですね。ちょっと本当に、今一

番ここの部分って分かりにくいと思います。エクセルの表か何かでスマートな表をつくっ

ていただいて、ちょっとお願いしたいんですけども、どうでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 まず、結論から申し上げますと、資料のほうは準備させていただきたいと思

います。その上で、ランニングに係る部分でいいますと、標準準拠システムの利用料って

いうところが今後引き続きかかってまいります。あわせて、ガバメントクラウドの利用料、

先般で申し上げますと、赤色等で示させていただいたところっていうところがランニング

コストになってまいります。こういったところを整理した上で、ちょっと分かりやすいよ

うな形で示させていただきたいと思います。以上です。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

○岩﨑委員 はい。

○櫃田委員長 そうしますと、次が１９ページ上段、地方振興負担金管理事務について。

岡本健三委員。

○岡本委員 確認なんですけれども、ここで西部広域の負担金は全部取りまとめるという

ことなんですが、中身についての質問は各課でやったほうがいいんですよね。分からない

ですよね、ここで聞いても。
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○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 西部広域につきましては、正副管理者会もありますが、その

下のほうには、やはり担当課長会とかもありまして、そちらで議論もしたり、いろんな情

報も持っておりますので、中身につきましては各担当課に聞いていただくという格好にな

ると思います。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

１９ページ下段、青年結婚・ＵＩターン促進事業について。

岡本健三委員。

○岡本委員 先ほどの本会議でも聞きましたけど、にちなん新生活応援奨励金について、

昨年の実績ですとか、今分かることをちょっと教えてもらいたいんですけれども。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、午前中の予算審議の中で岡本委員おっしゃられました、本町で

いいますとにちなん新生活応援奨励金の事業になりますけれども、県でいいますふるさと

での新しいライフステージ支援補助金、この実績のほうを県のほうに確認をいたしました。

令和６年度現在で実施をしております市町村が、日南町を含めまして７自治体でございま

す。鳥取市、若桜町、八頭町、倉吉市、三朝町、境港市と日南町ということでございます。

近年の交付実績につきまして、令和４年が３３名、令和５年が４６名ということでござい

ました。以上です。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 なるほど。７自治体ということで、これ、多いというか少ないというかとい

う問題はありますし、件数についても、何ていうんですかね、全くないわけではないんだ

なというのは分かりましたけれども、実際にどうなんですか。多分、実際の移住者からの

割合とすれば、全然、１割もいってないんじゃないかと思うんですが、県として、数字も

なんですけれども、この事業が本当に必要、本当に役立ってるというような、移住定住者

を寄せるのに役立ってるというような評価なんですかね。その辺は分かれば教えてもらい

たいんですけれども。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、県のほうとしましては、この補助制度を大変いい制度だという

ことで自負を持たれておりますが、この移住定住に係る政策につきましては、今、国です

とか県ですとか、目まぐるしくいろんな制度をつくられておりまして、もうちょっと私ど
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もも情報収集を行いながら、岡本委員おっしゃいますのが、この補助対象になる間口が狭

過ぎるよということで認識はしておりますけれども、今年度、日南町におきましても、１

件実績が６年度もございますので、積極的に落とすという形を取らせていただかずに、７

年度についても予算の計上を引き続きさせていただいた次第でございます。今後、いろん

な制度等を情報収集しながら対応してまいりたいというふうに考えております。以上です。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 空き家等リノベーション創業支援事業についてですが、先ほど説明で、対象

者、相談も合わせて２件あるとおっしゃってましたが、実際には１件での予算要求となっ

とるということなんですけども、この要綱とか例規集に、要は詳しい、どういうような支

援があるのかっていうのが公表されてないんですよ。知る人ぞ知る、資料請求すれば出て

くるレベルでして、これやっぱり、使いたい方も、何といっても要綱が基ですよね、どう

いうものが、条件が全部、全て書いてあるわけですから。これはぜひ例規集に上げるべき

だと思いますし、それと、一般質問で言ったんですけど、空き家バンクの要綱、これは載

っとるんだけれども、補助率、補助金額、直ってないんですよ。一般質問したけんすぐ直

してくれるんかなと思ったら直っとらんし、この辺がちょっと生ぬるいなと思います。や

っぱり事業に力を入れるんだったらば、そういうところにしっかり目を通していただいて

やっていただきたい。ちょっと小言みたいになりましたけども、そういう意気込みを持っ

てください。すみません。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 失礼しました。先般、岩﨑委員の一般質問の中で、空き家バンクに係る改修

事業の補助金の上限額、補助率が従前の、過去のものになっているということで御指摘を

いただきまして、うちのほうでも内容を確認をさせていただきまして、先ほどこのリノベ

ーション事業についても、要綱が登録されてないということありましたけれども、ちょっ

とその登録されてない要綱というものを今確認をしております。昨日、３月の中旬には直

そうと、全部上げてなかったもの、古いもの等は見直しをしようということを課内で確認

をしておりますので、今後早急に対応させていただきます。申し訳ございません。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

そうしますと、２０ページ下段、公共交通確保総合対策事業について。

荒金敏江委員。

○荒金委員 一つは、鳥上線の出雲交通のことですけれども、個別にお話をさせてもらっ
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たんですけれども、除雪の関係で、バス停がもう埋まるやな状態になってて、いるので、

その対応と、それから、できればバスの停留所のあれを移動してもらえないかっていうふ

うな声もありましたので、その辺を対応をお願いしたいというふうに言ってましたが、お

話は進んでいるでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 今年、かなり多くの雪が降って、路肩等にも除雪の雪がかな

りたまってしまいまして、バスの表示板が隠れてしまったりというようなことは確かにご

ざいました。こればっかりは道路の除雪を優先するのか、どちらから、そういったケース

もやはり致し方ない面も確かにあるという部分もあるし、地域の方はどこの辺にバス停が

あるんだということは御存じでしたら利用をしていただけるんじゃないか、一々掘り起こ

して全てを出してというようなことまではなかなか手が回らないような状況だということ

だけはちょっと御理解いただきまして、それから、バス停等に雪がかからないようにとは

いうことは除雪の担当のほうから除雪をしていただく業者の方等にお願いはしていただい

てはおるんですけれども、そういった御不便をかけるということは御了解いただきたいな

というふうには思っております。

それから、バス停を動かすというのは、恒久的にバス停を動かすということではなくて、

雪が多いときにはバス停を動かしてというような臨時的なものかというところだけ、ちょ

っともう一度お聞かせ願えますでしょうか。

○櫃田委員長 荒金敏江委員。

○荒金委員 そのときに話したのは、バス停の場所を大きく別の場所にっていう意味では

ないんですけれども、バスの、あれは何、表示っていうんですか、それを道路の反対側の

ほうが除雪の影響が少ないので、動かしてもらえるように出雲交通さんを通して話しても

らえないかっていう話をさせていただいたんですけど。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 個別にちょっとまた、そのバス停のところの相談させていた

だきまして、本当に反対側にも置いて安全に止めれるのかとか、交通の邪魔にならないと

かいうことも含めてまた御検討をさせていただきたいと思います。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 今年も町営バス、デマンドバスですかね、小型のバスの購入を７年度される

ということなんですけども、そこでフルラッピングを行いと書いてありますが、いつだっ
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たかな、前回入った分ですかね、ラッピングするとかいって結局できなかったんですかね。

その辺のラッピングも、書かれるのはいいんだけれども、やはり町の管理する町営バスで

あったり、デマンドバスであったりとかいうところのラッピングの何か統一性を持たせて、

しっかり、毎年買うんであれば、やっぱりそれくらいのこと、場当たり的にこういうラッ

ピングなんていう言葉が出てくるんではなくて、やるんならやる、町営バスだったらこの

デザインでいくんだよとか、そういうのを持たせるべきだと思うんですけど、どうでしょ

う。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 直近で申し上げますと、小型車両を入れさせていただいたときに、委員おっ

しゃられた内容のことを御提案いただいたっていうふうに記憶しております。今回、いわ

ゆる１４人乗りにつきまして、大型っていうのはなかなかちょっと難しいかもしれません

が、１４人乗り、今現状、灰色の車両を使っております。非常に分かりにくいっていうと

ころもありますんで、委員おっしゃられましたように、いわゆる順次っていう形にはなり

ますが、更新時においては、町民の皆さんに認識していただけるようなカラーリングであ

ったりラッピング、こういったところに改めて予算つけさせていただきながらやっていき

たい、そのように考えております。以上です。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 最初の審査意見への対応のところでも説明があったんですけれども、いわゆ

るＮＰＯの方たち、有償運送の方たちは、継続的にこの公共交通確保対策協議会には参加

されてると。ですので、１０月、１２月と令和７年の２月の協議会には参加されたという、

そういう理解でよろしいですか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 すみません。公共交通確保対策協議会のメンバーっていうことになりますと、

ＮＰＯの皆さんはちょっと違ってまいりますんで、併設しておりますそちらの、もう一方

の協議会のほうに参加していただいて、今年度につきましては、冒頭課長が申し上げまし

たように、一番最初の第１回のときには来ていただいて、意見を交換させていただいたと

いうような状況となっております。ですんで、今のところ２回、３回行いましたが、２回

目、３回目につきましては、公共交通確保対策協議会のメンバーのみで行わせていただい

ております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。
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○岡本委員 その辺はＮＰＯの方の御意向というのもあるでしょうけれども、やっぱりか

なり重要な位置を占めてると思うんですが、公共交通確保対策協議会に入っていただくと

いうわけにはいかないんですかね。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 公共交通の確保対策協議会におきましては、さっき言いまし

たＮＰＯ法人等は、どちらかというと審査を受けるほう、協議が調ったら陸運局に免許申

請ができるというような、どちらかというとＮＰＯの方々、過疎地有償であるとか、それ

から、福祉有償は別のところ、協議会で審議になるんですけども、そういったところの、

いわゆるそこを審査する、協議会は立場になりますので、そちらのほうの委員にはその

方々にはなっていただいておりません。ただし、有償運送の協議会のほうではそのメンバ

ーに入っていただけますので、そちらのほうに出ていただいて、同じく町の公共交通の全

般についていろいろ協議をいただいておるという格好になっております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 確かに、各協議会の役割とか立場とか、立場というか何かあるのかもしれな

いんですけども、要は、一番の目的は町内でいかに利便性のよい公共交通を確保するかと

いうことが一番の主眼だと思うんです。そういう意味では、多里のＮＰＯの活動なんかも

非常に、多分、ほかの地域でも参考にしていただけるんじゃないかなと思いますし、あと、

福祉有償運送の活動というのも、件数はそこまで多くないようですが、やっぱりこれから

非常に重要になっていくと思います。何か、何ていうんですかね、何かうまい具合にそう

いう人たちも加わっていただいて、公共交通について議論する場というのを設けられない

もんなんでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 その場として、先ほど言いました有償運送の協議会、町内で

有償運送を担ってる方々全員、それは、公共交通の確保対策協議会のメンバーも全て入っ

てる会議になりますので、そちらのほうで一緒になって、これからの日南町の有償運送を

考えていただくというような格好になってますんで、そちらで、皆さんで議論していただ

くというような会議として設置しておるところでございます。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 いや、ただ、実際にはそれ、１回しか開かれてないわけですよね。それに、

そっちの有償運送のほうの協議会は、たしか、何か新しい申請があって、許認可があると
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きだけ開くというような話だったと思うんですけど、そうじゃなくて、もう少し恒常的に

というか、いろいろな問題点を議論するというような場を設けられないもんなんですかと

いう意味合いなんですけども。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 今回、今年、公共交通の確保対策協議会のほう、それも３回

開いたと言いましたけれども、これについてもある団体さんから、交通空白地の有償運送

がしたいという、その審査をしてくださいということで、今回２回、１２月と、それから

２月行っておりますが、もう一度、今年度ももう一回その審査等も行う会議を３月にする

予定にしとるんですけれども、そこでは有償運送の協議会も併せて開催するような予定に

しておりますので、そちらのほうでまた皆さん集まって、そのＮＰＯも含めた形での会議

をさせていただくようにはなっております。

○櫃田委員長 荒金敏江委員。

○荒金委員 デマンドバスが小型化されて、小型化される前には途中まででしか乗り降り

ができなかったけれども、小型になったことで家の近くまで来れるようになるようになる

っていうことでしたけども、それを改めて申請してもらって、そういう手続をしてくって

いうふうな話だったと思いますけれども、どのくらいの人数の方が申請をされて、家の近

くで乗り降りができるようになってきているのかっていうことを教えてください。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 まず、すみません、その当時回答をしていた内容がもしかしたらきちんと伝

わってなかったのかもしれませんが、今現状、申請していただいた方につきましては、各

事業者、３社ですね、その３社の事業者さんと、実際に７月に導入いたしました小型車両

で行けるのかどうかっていうところを改めて協議をさせていただきました。その上で、改

めて御利用者様の乗降場所はここですよっていうような通知を出させていただいたところ

でございます。その中で、実際、小型車両を使って家の前で乗っていただいてるケースっ

ていうのは、既に７月以降とはなりますが、すみません、正確な数字っていうところはち

ょっとつかみ切れてませんが、７月１日から２月末までの状況で、小型車両でないと入れ

ないよっておっしゃられる、小型車両でないと入れないっていうところになっておられた

方の利用人数のほうなんですが、延べで１２６名の方に乗っていただくことができました。

各路線によってまちまちな部分はありますが、雪が解けたらさらに行きやすくなる部分も

ありますんで、小型車両を有効に使いながら、利用者の皆さんに御負担にならないような
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形っていうのを取ってまいりたいと思っております。なお、この小型車両を入れたことに

よって、実際にその近くまで行けない、小型車両でも行けない、回せないっていうところ

は１世帯１名、この方のみ残っているような状況となっております。それ以外は全て、雪

っていう条件もありますが、雪がなければ原則家の前まで行けるっていうような状況とな

っております。以上です。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

岡本健三委員。

○岡本委員 パセオのバスロータリーの舗装修繕工事についてなんですけれども、これ、

御存じのとおり、かなり前から、二、三年前かな、もっと前かな、分かんないですけど、

かなり前からあそこのところの舗装は傷んでいて問題になってて、私も直接建設課に言っ

たりはしてたんですけれども、ここは地域づくり推進課の担当ということで、そちらにこ

のバスロータリーのことについては、今後もいろいろな要望を出したりしたらいいという、

そういう理解でよろしいでしょうか。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 バスロータリーにつきましては、あの部分につきましては道路ではなく、あ

くまでバスロータリーっていう形で町の町有地っていうとこになってまいりますので、そ

の部分につきましては、地域づくり推進課のほうで修繕対応っていうのはさせていただき

たいと思っております。以上です。

○櫃田委員長 ２１ページ、タウンズネット管理運営事務について。よろしいでしょうか。

岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 ＳＴＢプラットフォーム実証実験です。６年度から始められて、各家庭に配

ってＳＴＢを実証するということで、ちょっと一般質問でほんに役に立つかやっていうよ

うな言葉で、失礼なことかもしれません、申し上げましたけれども、それを続けられると、

７年度もですね、やられるということで、これのちょっとスケジュール感をもう一回確認

させていただきたいんですけど、お願いします。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 このつながるアプリっていう形で呼ばさせていただいておりますが、これに

つきましては、今年度、引き続き来年度につきましても、まず、４月から順次っていいま

すか、継続してサービスのほうは展開していきたいと思っております。その中で、今現在

６７世帯の方に設置していただいております。令和７年度、まず、４月、５月、この辺り
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で広報、営業っていうのをしてまいりまして、１００世帯まで伸ばしていきたいっていう

ふうに考えております。その上で、皆さんの御意見をいただきながら、どういったサービ

スがあったらいいのかっていうところも声を聞き、令和８年度に実装、きちんとした形で

実装できるようなスケジュール感で考えていきたいと思っております。あくまでこれ一例

でございますが、今現在、事務局として考えている案の中に、例えば買物支援でありまし

たり、デマンドのオンライン予約でありましたり、オンライン診療でありましたり、オン

ラインの行政相談、オンラインでの図書貸出し、こういったものを考えてはいますが、実

際に利用者の声を聞きながら、どういったサービスがいいのかっていうところも精査して

いきたい、そういった年にしてまいりたいと考えております。以上です。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 ＳＴＢを使うということなんですけれども、検証結果によって、いわゆる利

用者の意見によって、それはやめたよという、なる可能性があるものなのか。あるいは、

代替のタブレットがいいなと、こっちでやりましょうという話になるのか、そういう変更

的なものが実証実験の結果をもって判断、本来こういう、ＳＴＢって言いたかったんだけ

ども、タブレットになったっていうことができるものなのかどうか、この事業が。その辺

について伺います。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 このＳＴＢに関する開発っていうところにつきましては、関連の会社の皆さ

んに集まっていただきながら、今月も実際に会議を行いますし、定例で会議を持っている

とこでございます。その中で、今現在使っておりますのがアンドロイドＯＳを使ったブラ

ウザで動くものとなっております。したがいまして、アンドロイドＯＳに限らずブラウザ

で動きますので、どのような媒体でも動くことが可能となっております。

したがいまして、検証の結果、テレビの、例えばリモコンが使いにくいっていうことで

あれば、直感的に操作のすることのできるタブレットっていうのも一つの選択肢であると

思っております。そのことについては、連携しております事業者とも話合いを行いながら、

どういった形がいいかというのも協議しているとこでございます。以上です。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

２２ページ、地域振興センター管理事務について。

岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 もうしばらく前のことですけれども、各地域振興センターには、停電時の非
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常用のバッテリーの設備が入っとったかと思います。もう１０年以上前ですかね、間で恐

らく１回ぐらいはバッテリーの交換とかされたとは思うんですけれども、あんまり定期的

に替えとるイメージを持っておりませんが、本当に、今現状それを使っているかどうか、

各センターがですね。それで、使ってるとすれば、そのバッテリーの状態、交換せにゃい

けんじゃないかとちょっと危惧しますんで、それについて伺います。

○櫃田委員長 榎尾室長。

○榎尾室長 委員おっしゃられましたように、各地域振興センター、主に事務室内に非常

用バッテリー、大きなボックスを設置させていただいて、災害時において活用するってい

うことで、当時、その課の防災担当と連携し、設置したということは記憶しておりますが、

その後の管理状況っていうとこにつきましては、申し訳ございません、しっかりとした形

で今の現在の状況等も把握できておりませんので、早急に状況を確認し、まずは本当に使

用できるものなのかどうかなのか、実際、いざというときに必要になってまいりますので、

そういったことがないように管理のほうをしていきたいと思います。以上です。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

ここで暫時休憩といたします。再開を２時４５分といたします。

〔休 憩〕

○櫃田委員長 会議を再開いたします。

２３ページの商工費から説明をお願いします。

安達室長。

○安達室長 失礼いたします。そうしますと、２３ページ、商工費のほう、商工総務一般

管理事務から説明をさせていただきます。

本事業におきましては、事業概要のほうにお示しをさせていただいておりますけれども、

主に商工会への支援、あと、たったもカード、キャッシュレス決済事業、あと、令和６年

度から事業を展開しております移動販売運営支援補助金、また、にちなん食のバザール事

業の補助金という４項目を上げさせていただいております。

こちらにつきまして、主な執行経費の内訳のほうを見ていただきたいと思います。おお

むね内容のほうがキャッシュレス決済事業に係るものとなっております。この中で、負担

金補助及び交付金のキャッシュレス決済事業の補助金のほうは、前年と同額３６０万円と

して計上をさせていただいております。その下のたったもカード地域内経済循環対策事業

費補助金につきましても、前年並みの５００万円を計上をさせていただきました。予算の
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ほうが前年度と比較しまして８７９万５，０００円の減額で、１，６５６万５，０００円

の予算を計上させていただいておるところです。内容といたしまして、大きな変更はござ

いませんが、移動販売のほう、昨年は５月中途からの事業実施でしたけれども、今年度は

４月から事業を開始させていただいて、おおむね年間２００回程度の移動販売のほうを行

っていただくこととしております。

あと、食のバザールにつきましても、昨年２回の計画をいたしまして、９月２２日と１

１月３日ということで予定をさせていただいておりましたけれども、昨年は大雨の影響に

より、９月２２日の食のバザールのほうは中止をさせていただきまして、１回、１１月３

日のみの開催とさせていただきました。食のバザールの補助金のほうは３０万円、昨年の

１００万円に比べまして大幅に減額としております。こちらにつきましては、今様々な、

町の芝生に関連してでもいろんな事業が行われております。そういった他事業との連携で

すとか、そういった役割分担ということを１回整理してという指示がございますので、現

在、食のバザールの実行委員会で協議会のほうがまだ４０万円の資金を持っておりますの

で、これと本年度の３０万円の予算を合わせまして７０万円という１回きりの開催とはな

ろうかとは思いますけれども、引き続き令和７年度も開催をさせていただきたいというこ

とで思っております。

財源につきましても、下のほうに県補助金、財産収入、過疎債ソフトということを充て

させていただいておりますので、御確認いただきたいと思います。

続きまして、２４ページ、企業支援対策事業でございます。こちらにつきましても、町

内企業の事業展開の支援ですとか、町内の起業・事業承継に注力するということと、昨年

より事業を開始しております外国人材の育成雇用事業、こういったことの運用を引き続き

行ってまいりたいというふうに考えております。

主な執行経費の内訳です。負担金補助及び交付金、チャレンジ企業支援補助金になりま

すけれども、チャレンジの事業の実績見合いによりまして、若干当初予算のほうを絞らせ

ていただいております。この中で、項目の起業・事業承継の起業の「企」の字が、すみま

せん、起こすという字が正しいですけれども、誤っておりました。申し訳ございませんで

した。

今年度２月までの交付決定実績でございますけれども、チャレンジにつきましては、起

業・事業承継が現在１件、新製品の開発支援が１件、経営改善のほうは申請がありません

で、法改正支援が１件、観光対策支援のほうが２件、合計２４３万６，０００円の交付決
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定を下ろしております。外国人材育成雇用事業につきましては、せんだっても１月の総務

教育常任委員会のほうで資料を提出をさせていただいておりますけれども、令和７年度当

初におきましては、日南病院に令和９年度の４月から採用予定の留学生２名、この介護学

校に通われる分の支援、この２名分しか当初のほうは見込んでおりません。１人当たりの

総額４２万３，０００円のところを、若干数字の変動も見込みまして４５万円の２人分と

いうところで、令和７年度の当初予算におきましては９０万円の予算計上とさせていただ

いております。あと、その他の住宅に係る利子補給ですとかマル経あたりのところは、数

字の実績を精査しましてお示しをさせていただくところでございます。

企業支援については以上となります。

最後となります観光振興対策事業です。すみません、冒頭で申し上げましたけれども、

こちらにつきましては、山里Ｌｏａｄの委託部分が大きく占めております。そちらにつき

ましては、なかなか字が小さくて見にくい表ではございますけれども、地域づくり推進課

の参考資料として、例年と同じものを提出をさせていただいておりますので、御確認いた

だきたいというふうに思います。

１点、青年結婚・ＵＩターン事業でも申し上げましたとおり、従来、人件費のところを

青年結婚と観光対策事業と２つに分けておりましたけれども、事務上の都合になりますが、

令和７年度からこの観光振興対策事業のほうに一本化を図らせていただきたいと思ってお

ります。事業の概要としまして、総務管理事業につきましては、従前のとおりの費用計上

をさせていただきました。若干事業の精査はしておりますけれども、総額が５，８３９万

３，０００円の予算としております。

また、観光イベント対策事業です。こちらにつきましては、町外からの誘客イベントと

して、二枚看板として定着をしております福万来ホタル乃国と日野上イチョウ事業、こち

らのほうを計上させていただいております。こちらの両事業につきましては、シャトルバ

ス等を運行してるということがございまして、このバス運行に係る費用が２０２４年問題

に係るところで非常に高騰をしております。ですが、それに対応するために、日野上イチ

ョウのほうは明るい中での開催になりますので、若干事業内容の見直しをして、従来シャ

トルバスのみとしていたのを、去年やってみました直接グラウンドにお越しいただく形に

しようというふうに山里Ｌｏａｄとは話をしておりまして、内容の見直しをさせていただ

こうと思っております。

エコツーリズム推進事業です。こちらにつきましては、計画のほう、国のほうに承認を
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いただくために現在担当のほうでやり取りをさせていただいております。今年度内の計画

の承認はちょっと難しい状況ではございますけれども、４省協議のほうを今後も進めまし

て、エコツーリズムの実践というところまで令和７年度向かっていきたいというふうに思

っております。

イベント等補助支援事業につきましては、日南町が観光協会以前から既存の事業として

関わってまいりました旧大西杯、瀬田カップですね。近年実施がありませんが、かっぱ祭

り、宣揚祭等の事業の支援を行っていくものとして２１万円を昨年と同額計上をさせてい

ただいております。

サイクリング周遊事業につきましては、レンタサイクルの活用の推進ということで以前

から取り組んでおります。令和６年度におきましては、２月までの実績で１３６台の貸出

しをしております。これにつきましては、春先の新型やくもの効果が大きいものとなって

おりまして、この冬場はゼロ人とか３人とかそういう月もございますけれども、来年度も

引き続き自転車の活用、有効活用ということに取り組んでまいりたいと思いますし、先の、

１９日の全員協議会で説明をさせていただく予定としておりますけれども、このたび、今

年度、日野郡３町と県が一体となって、日野郡の自転車活用推進計画というものを策定い

たします。この計画に基づきまして、令和７年度以降、サイクリングイベントですとか、

そういったものを企画していくようになりますので、こちらにつきましては、また１９日

の全員協議会のほうで改めて計画を示して、説明をさせていただきたいと思っております。

よろしくお願いします。

６番、伯備線利用促進誘客事業でございます。先般、町長のほうも若干説明をさせてい

ただいておりますけれども、一昨年、昨年ですね、生山駅と上石見駅１００周年というこ

とでイベントをさせていただきましたけれども、ここにこの動きを途絶えることなく、活

動を行っていきたいと思っております。あまり現段階で詳細なことはちょっと、ゲーム会

社様との約束がございまして具体的な説明はできませんけれども、鉄道に関する人気ゲー

ムとタイアップして日南町の駅のキャラクターを作成しまして、できますればこのキャラ

クターに町の公認をいただいて、鉄道ファンを中心とした誘客を図りたいというふうに思

っております。日野町とこの事業については連携をいたしまして、当然、商工会ですとか

山里Ｌｏａｄというところになりますけれども、日野町でも３か月、４か月の期間中に１

万人以上実際に来町されたという実績を上げられておりますので、日南町もこれに負けず

にイベントに取り組んでまいりたいと思います。こちらのイベントのほう、秋頃から２月、
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３月ぐらいまでの期間でを予定しておりますけれども、詳細のほう、定まりましたら議会

のほうにも逐一説明をさせていただきたいと思っております。よろしくお願いします。

農泊、歴史、自然観光事業につきましては、本年度から山里Ｌｏａｄにちなんの自主事

業として取組をさせていただきます。昨年も下谷中のツアーですとか、たたらに絡めた宿

泊ツアー、様々な事業を行わせていただいておりますけれども、今後は山里もその採算性

ということも考慮に入れながら、自主事業、自主財源のほうで事業を実施していこうとい

うことにしておりまして、今年度の予算計上はゼロ円というふうにさせていただきました。

あと、公園管理事業につきましては、町が管理する公園の維持管理を行うものです。昨

年より１２２万８，０００円ですね……。あ、すみません。昨年より予算は減額となって

おりましたけれども、修繕のほう、石霞渓のあずまやのトイレのポンプが今故障しており

ますので、この交換と亀山公園の配電盤の修繕のほうを行わせていただきたいと思ってお

ります。

旧木下家の利用につきましては、引き続き、山里Ｌｏａｄのほうで月１回のイベントを

開催させていただく予定としております。また、阿毘縁地域等とも連携をしながら有効活

用を引き続き図ってまいりたいと思います。

観光振興対策事業については、おおむね山里Ｌｏａｄの委託に係るものですけれども、

負担金のところ、諸会費として上げておりますので、ちょっと表に出ておりませんけれど

も、財源のとこにあります鳥取県広域景観形成支援事業というものに新年度取り組もうと

考えております。先ほど申し上げました日野郡の自転車活用推進計画に関連して、日野郡

のこの景観について見直しをしていこう、いろんな計画をしていこうという中で、この要

因といたしましては、まちづくり懇談会などで、各地域からもう観光看板が古いですとか、

もうない施設の看板がそのまま設置をされている状態であるということを指摘をいただい

ております。こういったところを町としても手がけていきたいとは思いますけれども、こ

れに活用できる有利な補助金財源というものがございませんが、この広域景観形成支援事

業を活用しますと、計画を策定しますと、そういった看板の撤去でしたり取替え等にも県

の補助金等が活用できますので、こちらも自転車の計画と併せまして、日野郡３町でこの

広域景観形成支援事業に取り組んでまいりたいというふうに思っております。令和７年度

の予算としましては、負担金が１０万円こちらの会議に支出を予定しておりまして、その

２分の１の５万円がこちらに記載しております補助金ということになっております。

観光振興対策事業につきましては、最後になりました、すみません、前年比で１，５６
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４万２，０００円増の７，４１７万８，０００円としておりますけれども、この主な要因

としましては、青年結婚・ＵＩターンで計上しておりました山里Ｌｏａｄにちなん法人の

人件費部分がこちらのほうに移行したということで御理解をいただきたいと思います。

簡単ですけれども、説明は以上です。

○櫃田委員長 そうしますと、２３ページ、商工総務一般管理事務について。

大西保委員。

○大西委員 まず、たったもカードの町外たったもカード、令和６年度、例えばイベント

として、蛍であるとかイチョウのイベントとかいうことで、その他もあると思うんですけ

ど、たしか前、３００枚ぐらいと聞いた記憶あるんですけど、実際、令和６年度、幾らの

枚数だったのか、過去で累計幾らなのか、町外ですね、日野町の方、いろんなとこ活用さ

れてると思うんですけど、どれぐらいの枚数でしょうか、町外のカードは。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 失礼します。先般、高橋議員の一般質問でお答えをさせていただいておりま

す数字となりますが、令和６年の２月末現在で発行枚数が４２８枚で、令和６年度の新規

の町外者向けカードの発行が……。すみません、新規の今年度の登録会員数が４５名とい

うことになっております。１月末までの利用額で、すみません、１，３２４万９，０００

円の利用があっております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 ということで、２年ほど前ですかね、町外たったもカードを発行して、確か

にチラシを作られました。そのときに、１万円をそこで来て入れた場合、３，０００円を

ポイントとして付与しますよということがあったと思うんですよ。ところが、チラシの中

に小さい字で、見てれば、どうも年末にも３，０００ポイント、そのカード持ってれば入

ったと聞いたんですが、そうなんですか。言えば１万円は、例えば蛍で３，０００円入れ

ました。それで、同じ人が今度は年末に来た。そのときに１万円入れたら３，０００円つ

く。そのようなことだったんでしょうかという確認です。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、ちょっと具体的な数字を持って上がっておりませんが、昨年度

は町外者向けの発行の促進を行うため、一昨年ですね、蛍の時期にキャンペーンを張りま

して、蛍の時期にたったもカードを利用していただいた方に、３０％を後々イチョウの時

期に進呈するという事業をさせていただいております。３，０００ポイントという発行で
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はなかったように記憶しておりますが……。

○大西委員 １万円を入れたらですよね。

○安達室長 １万円を使われた場合は、チャージされたら後に３，０００円、３０％のポ

イントがつきますよ、またイチョウの時期に皆さんお使いくださいというような事業をさ

せていただいております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 そのときは３，０００円です。その同じカード持って年末にまた１万円入れ

ると、３，０００円のポイントがついたと。極端なこと言うと、２万円入れて６，０００

ポイントついてると。それをチラシの、よく見ないと分からなかったんですよ、ある方か

ら聞いた。あ、そうですかと。それは、町は把握されてないんですか。いや、僕も大変び

っくりしましてね。いや、実際そうだったんですよ。だから、それで、いや、町内の人は

５倍デーでは１万円入れて５００円ですけど、町外の……。もう一遍確認してくださいよ。

いや、私、実際それを確認したんですよ。ちょうど町外の方に、だから、蛍は来たときし

ました、それで、また年末にね、来られたときに３，０００円、３，０００円、１万円入

れればですよ、入れれば、最初にもらえるんじゃない、ということをしたんですが、ちょ

っとそれ確認してください。（発言する者あり）ということで、ちょっと違うテーマなの

で、一旦終わります。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 移動販売についてお聞きしたいんですけれども、当初、取りあえず町内全域

でありますけども、決まった場所での販売ということでスタートしたわけですが、その後、

その販売する場所というのが増えたのか、あるいは令和７年度に増やす予定があるのか、

その辺りのことをお聞きしたいんですけど。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 事業者ともいろいろその後、協議もしたりしましたけれども、

やはり販売者、いわゆる販売に携わってくださる販売員の方の人的な、要は物理的な理由

で、なかなか細かいところまで週に何回も日南町に入ることができないということで、今

のところは当初の運行計画どおりの今、販売をしていただいておるというような状況で、

それがもっと拡充できるかと言われれば、まだ今のところはちょっと体制的にはできない

というようなことで御理解いただけたらと思います。

○櫃田委員長 岡本健三委員。
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○岡本委員 それはどうなんでしょう。やっぱり人不足で人が来ないということなのか、

それとも人を雇うほどもうかりはしないので、ちょっとできないということなのか、その

辺りのところはどうなんですか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 経営的な面もありますが、先ほど申し上げたように、やはり

人を雇う、それだけの人のマンパワーが不足しとる、採用もなかなか難しいというような

状況も聞いておりますので、今のところは増やすということはちょっとできないというよ

うな状況になっております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 もう一回、すみません。それは、じゃあ、恒常的に採用しようとはしてるん

ですか。例えば、ハローワークに募集を出したりとかはしてるっていうことなんですか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 ハローワークの出してるかどうかはちょっと確認はしており

ませんが、声かけはしながらいろんな人を当たってはおるということは聞いております。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 キャッシュレス決済に絡むちょっと支出について、内容と支払い先について

伺いたいんですけども、役務費のキャッシュレス決済事業の事務取扱手数料というのはど

ういうもので、どこに支払うのかということ、それから、同じく負担金の関係で、キャッ

シュレス決済事業事務補助金、それと、たったもカード地域内経済循環対策事業費補助金、

この３つについて内容と支払い先を伺います。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 先ほど委員おっしゃられました３点につきましては、全て日南町商工会のほ

うにお支払いをさせていただいております。

役務費の事務取扱手数料につきましては、チャージ機の保守ですとかシステムの利用料、

こういったものに使用いただいております。

補助金のほうのキャッシュレス決済事業事務補助金につきましては、この事業を運営す

る上で必要な人件費ですとか、商工会のほうで携わっていただく方への費用となっており

ます。

その下の循環対策事業費補助金につきましては、いわゆる現在も５倍デー等をやってお

りますけれども、その原資として５００万円を商工会のほうに支払いをさせていただいて
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おります。５倍デーのほうは実質、年間１２回やりますと、７００万円程度費用がかかり

ますけれども、昨年春にも説明をさせていただきました失効分のポイントというものがご

ざいますので、そちらのほうを利用していただきながら、この５倍デーのほうを継続をし

ていただいている状況です。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 すみません、失効の場合は国庫に返還じゃなかったですか。それを利用でき

るようになっとんですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 失効分につきましては、国庫に返納する失効分もございますし、これにつき

ましては昨年も一旦返還はさせてはいただいておりますけれども、町が支援したものの失

効分っていうものもございますので、そちらにつきましては、商工会としましては５倍デ

ーというものをもっともっと回数を増やしたいという意向をお持ちのようですが、町とし

ましては、貴重な予算になりますんで、長く広く、月に１回でも続けていただけるように

というところでお話をさせていただいておるところでございます。以上です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 すみません、ちょっとテーマが替わったら駄目ですか。一旦終わり、座りま

しょうか。

○櫃田委員長 どうぞ。

○大西委員 いいですか。昨年度予算のとき、サイクルロゲイニングがあったんですけど、

今回はもう人気薄でやめたんでしょうか。ちょっと何ら説明なかったんですが、昨年度の

計画あったわけですけども。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 御指摘のサイクルロゲイニング事業でございますが、サクセス様、道の駅様

主体となって事業を実施していただいておりましたけれども、今年の予算査定の協議の中

で廃止となった次第です。以上です。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 １点ほどですが、移動販売が一昨年から始まっとるわけなんですが、それの

効果というのが実態としてなかなか見えていないような気がしてるんですが、当初から昨

年までにおいて、その進捗率ですね、伸びた率とすれば、数字でもいいですけど、どうい

った変化が見られたのかちょっとお示し願いたいと思います。



－38－

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 失礼します。せんだっての一般質問で回答させていただきましたけれども、

令和７年、今年の１月末までの段階で、稼働日数１５０日に対してお客様の御利用が３，

１１８人、延べ人数になりますけれども、ございました。１日当たり平均、冬場は若干数

字が落ち込みまして、２０人程度の利用となっておりますけれども、こちらにつきまして、

その効果が大きいか低いか、この数字だけをもってはかることはできませんが、買物支援、

買物弱者対策としては、決まった、ある程度固定された人には対象はなりますけれども、

一定の効果を得てるんではないかというふうに考えております。以上です。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 自分が聞きたかったのは、要するに今、伸び率、伸びているのか、そういっ

た推移を、利用をされてる数は月平均を、一般質問のほうでありますけど、それが伸びて

いるのかいないのか、その変化ですね、どういった動きが示しているのかお伺いします。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 利用人数の推移につきましては、当初、地域づくり推進課でも見込んでおり

ましたけれども、夏以降あたりはもうある程度落ち着いて、平準化されております。横ば

いという表現をさせていただきたいと思います。以上です。

○櫃田委員長 岩﨑昭男委員。

○岩﨑委員 移動販売の関係ですけども、これが新たに事業として始まったときに、日野

町の事業者さんだということで、そのときにはたしか、町内でこの移動販売というものを

始める事業者があればどうぞというような感じのお話だったと思うんです。今のお話で、

実際に実績も出てきた中で、特に町内で新たな事業者さんがこれ、この移動販売をやりた

いというような声は上がっているものなのかどうか、それについてちょっと伺います。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 その後、以前やっとられましたローソンとかにもいろいろお

話もさせてはもらったんですけれども、人的なやっぱり体制とかいうことでなかなか移動

販売することができないというお話もいただきました。それでも移動販売に係る経費だと

か車に移動販売車を導入する経費のあたりは補助の要綱をまだ残しておりますので、これ

からもやはりその辺は、やってみたいというところが生まれましたら積極的にやっていた

だきたいというふうに思っていますので、今後もそういった方々に声かけといいますか、

ＰＲは努めていきたいと思います。
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○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

○岩﨑委員 はい。

○櫃田委員長 ２４ページ、企業支援対策事業について。

大西保委員。

○大西委員 住宅の利子補給のとこですが、これはあと何年利子補給するんでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 利子補給のほうは令和３０年度までという予定です。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 次に、外国人材雇用補助金ということで、これ、病院の２名、９０万になっ

ておりますが、病院に新たに、令和７年度に４人の方がということで、病院のほうで予算

が上がってると思うんですが、これは、地域づくりからの町としての補助金は計上されて

ませんが、これは全部病院のほうがするんでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 病院独自で特定技能の研修生を雇用されるプロジェクトにつきましては、町

のこの外国人の育成雇用プロジェクトとはまた別のものとなっております。町のこの育成

雇用事業といいますのは、日南町で長期間働いていただくために日本語を勉強していただ

いて、介護学校等で資格を取っていただいてというところを目途としておりますので、こ

の病院が別途で即戦力として令和７年度に雇用を考えられております４名につきましては、

この本課で運用しております補助事業とは対象外ということで考えております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 ということは、今、あかねさんのほうにもＫＰＩでいくと４名ですが、これ

も同じような考え方で、もうあかねさんの費用でする、地域づくりのこの補助金は使わな

いという解釈でいいんでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 福祉会さんのほうの具体的な雇用の形態というところは、ちょっと私どもも

最終的には確認はしておりませんけれども、病院と同じ、病院が独自で運営される事業と

同様の内容でしたら、補助事業の対象外ということで考えております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 いや、それで、外国人材の５年間のＫＰＩの数字は地域づくり推進課がまと

めて出される。でも、病院が独自でするものは、数は入れるけども、補助はしない。あか
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ねさんも同じように、あかねでするものは、カウントはするけども、町の補助はないとい

うことでいいんでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 結果としてそのように考えております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 それで、私、一般質問のときはいろいろ質問してる中で、答弁がちょっと忘

れてしまったようなことがあって、昨日もビデオで確認したんですけど、１点、鳥取城北

で７年度は面談されますかと言ったときに、どうも僕の記憶ではするような話をされた記

憶があるんですが、それは間違いでしょうか。地域づくりとして外国人材雇用の。もし僕

が聞き間違いだったら言ってください。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 取りあえず７年度、病院のほうはやはり昨年同様、鳥取城北

に……。（発言する者あり）鳥取城北のルートでの採用は見送るというような発言をした

と思うんですけれども、独自のルートで採用していくということの発言だったと思います

んで、その場合には、先ほど室長が申し上げましたように、今回のこの補助の対象外とな

りますので、補助はしないということで整理をさせていただいております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 いや、それでね、今、ＫＰＩが今度全協で、最終ですね、パブリックコメン

トも終わって報告するということですけども、もうそれについては、例えば２月末にまと

めておられると思うんですよ。現時点ではもう固定されてると思うんですが、それで令和

７年度の人数は、つい最近聞くと、あかねさんが４ですか、で、病院の４は入ってないん

ですね。本当やったら外国人材のメンバーは、ＫＰＩには７年度は８になると思うんです

が。地域づくりは、そこはまとめの担当のとこでしょ。どうですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 私どもで整理をしておりますのは、令和７年度については、日南病院のほう

が独自の採用、４名をされるというところで把握をしております。うちの地域づくり推進

課の補助事業を活用していただく留学生のほうは、令和９年度に２名ということで考えて

おりまして、その他が、福祉会さんが採用を予定されてる人数が入ってくるという最終的

には結果になろうかと思っております。

○櫃田委員長 大西保委員。
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○大西委員 ちょっともうややこしいですね。実際に昨日も、一般質問のときも令和６年

度１名おりました、辞めた。それで、２月に１人入った。でも、補助関係なしで勝手にや

ったから、でも、それはＫＰＩに載っとうわけですよ、実績として、６年度１で。それで、

７年度は１で出とるわけですよ。そして、今４名が、病院がもう秋と１、２月に２名ずつ

４名入る。そして、あかねのほうも、独自かもしらないけど、４名と。例えば、あかねの

寮を造りましょうというときもＫＰＩの数字。ということは、あかねが４名、病院が４、

８になるんじゃないですか。この２月入ってから数字がころころ変わる、ころころじゃな

い、大変、どこがまとめるんかなと。今日もちょっとプロジェクトのリーダーは誰か言う

たら、リーダーじゃなしに横にらみでされてますけど、地域づくりがＫＰＩの取りまとめ

であるならば、足し算すべきじゃないですか。今の言い方やったら、外国人材、いや、独

自でやるからこの数字は入りませんと言われたら、町としての外国人材の私は大きなテー

マだと思うんですよ。いや、これは別だ、これは別だいうのはおかしいでしょう。じゃな

いですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、ちょっと今のこの場で不明確な回答ができませんので、大変申

し訳ありませんが、改めまして報告をさせていただきます。申し訳ございません。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 報告イコール、もうＫＰＩはできてるので、地域づくり推進課の外国人材だ

けで結構ですよ。ほかのものは要りません。それだけでも先に渡していただいて、どうあ

るべきか。でないとと思いますよ。どうでしょう。まず、それだけでもＫＰＩ、そのペー

ジのとこ、そこだけでもええですから、参考資料でもうあると思うんですよ。それ出して

いただけば分かりやすいんですよ。それで説明いただきたいと。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 地域づくり推進課で把握しとるこのＫＰＩの数字というのは、

うちが出してる補助金の数字だけが実際には一番確実に申し上げれる数字なんですけれど

も、それ以外については、さっき室長が申し上げたように、また整理して報告させていた

だきたいと思います。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 大変言いにくいですが、簡単なことであまり恥ずかしいわけなんですが、こ

の起債の金額の書く場所ですね、下の賃貸住宅建設管理運営建設資金利子補給とか、そこ
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の３つの書くスペースが、９０万の内訳の項目のところに書いてあるのが物すごく目障り

なわけなんでして、大変恥ずかしいわけなんですが、９０万の内訳が９０万であるんだけ

ど、７９万９，０００円は、その初めのほうの９０万のほうに書き直していただけないで

しょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 大変申し訳ございません。確かに判断がしにくいといいますか、見にくい表

現となっておりました。申し訳ございません。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

そうしますと、２５ページ、観光振興対策事業について。

岡本健三委員。

○岡本委員 エコツーリズムについてですが、令和７年度から実践ということでした。ま

ず、お聞きしたいのは、全体構想の策定の状況ですね。たしか今年度中というようなこと

もお聞きしたと思うんですが、どんな感じでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 全体構想につきましては、今年度、大まかに全体をつくりま

して、それをもってこれから４省協議に向かいまして、そこでいろいろなまた指摘等あり

ましたら、それを変更していくというような作業に入っていくと思います。今の段階では、

まだ環境省の担当の方といいますか、米子の今駐在されてる方のところに協議に行ってる

というような段階になっております。これからまた順次、各省庁への協議が始まっていく

というような段階でございます。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 そうなると、まだまだ時間がかかる、最終的にできるまでにはまだまだ時間

がかかるんですね。じゃあ、それとは別に、案があるので、その案に沿ってエコツーリズ

ムの実践はしていくというような、そういう感じなんでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 現在、計画のいわゆる４省協議というところを担当のほうがいろいろやり取

りをさせていただいておりますが、この計画が承認が得られなくても、いわゆる町独自の

事業ということは、実施は別に可能ですので、こちらの計画の策定承認という行為とはま

た並行して、事業のほうは行っていきたいというふうに考えております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。
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○岡本委員 分かりました。

それで、ちょっと一つだけ、具体的なその事業についてお聞きしたいのは、エコツーリ

ズムの全体構想の案の中には花見山のことが入ってたと思うんですよ、マツムシソウです

とかの保全というようなことで。ただ、現状で花見山、本当にススキが生い茂ってしまっ

て、なかなか元のような、元のようなっていうか、マツムシソウはほとんど見られないよ

うな状況になっていて、以前に、一部分だけ草刈りをしてみて、そこで再生するかどうか

ということを確認したいというような、確認する方法もあるというような話もあったんで

すけども、協議会のほうでどんな話がされてるか、分かれば教えてもらいたいんですけど。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 花見山は今も民間事業者が持っとられますけども、今後、ま

た売却されるというような話も聞いております。その地権者の方に許可をもらいながら、

できるかできないかは確認を取っていきたいと思います。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 じゃあ、問題は地権者の方であって、協議会の中ではやっぱり花見山の保全

というのは必要だという、そういう認識でおられるということでいいんでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 そういった希少動植物の保全も含めて、やはりエコツーリズ

ムの一つの活動だと思いますので、最終的にはエコツーの協議会のほうで協議してもらい

ますけれども、やはりそういった活動は再生も含めてやっていかなきゃいけないというこ

とに、その協議会がそういった活動をするんだということになれば、やっぱりそういった

活動も今後していくというふうに、流れになっていくと思います。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 説明の中で石霞渓のあずまやのポンプの修理ということを言われましたが、

これはトイレでしょう。あずまやといったら上のほうにあるわけですけども、そこにポン

プはあったかなと思うんで、ちょっと教えていただきたいんですが。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 失礼いたしました。トイレのポンプでございます。失礼しました。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 生山駅の売店を５月の連休前だかに改修して運用するというような方針が示

されていましたが、これも山里Ｌｏａｄのほうに委託したらというような考えを聞いて、
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何かあったわけなんですが、山里Ｌｏａｄのほうの事業にも載ってないし、予算のほうに

も載っていないわけなんですが、その辺の考え方、５月の連休という形で近々取りかから

にゃいけないでんはないかと思いますが、その辺はどのような考えで進めていく考えです

か。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 生山駅売店跡の活用に関してですけれども、こちらにつきまして、今、具体

的に問題となっておりますのが、現在の売店のシャッターを開けると、山里Ｌｏａｄの道

具の倉庫として活用させていただいておりまして、すぐその売店跡が活用できない状態と

なっております。したがいまして、今期定例会の補正予算の中で、若干備品購入費という

ものを予算の組替えで計上をさせていただいております。

山里Ｌｏａｄへの委託料という点に関してですけれども、基本的に、その売店で業務を

していただくことに対しまして、別途の委託料をお支払いするというところは考えており

ません。ですから、令和７年度におきましては、この売店跡の運営といいますのは、予算

ゼロ円で進めてまいりたいというふうに考えております。以上です。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 この売店の跡地を、ほんならどのように活用する考えなのか、どういった運

用をされてるのか、それは山里Ｌｏａｄの自主事業としてやられるのか、その辺をちょっ

とお示し願いたいと思います。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 基本的には自主事業になります。売店のところには、あそこ

を片づけて、取りあえずあそこに人を座っていただいて、そこで例えば券売機のサポート

であるとか、それから、生山駅へ降り立った方に対しての町の案内をしていただくとか、

一つには、やはりそこにもある程度物も売ったりというようなこともできるスペースがあ

るんで、山里がつくったオリジナルのグッズなんかも販売したり、隣のほうにはやはりぷ

ららショップとか、いろいろな商店もありますので、飲物とかそういったスナック等は置

かずに、置くとしたらお土産程度のようなもの、それからさっきのオリジナルグッズ、そ

ういったものが販売できたらというようなもくろみは持っております。

基本的には来た人への案内だとか、それから、お年寄りの方が券売機が使えないという

ときにサポートしてくださったりとか、そういったことの案内がメインになろうかと思い

ますので、新たに人をそこに配置するというわけではなくて、今の職員が交代でそこに入
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っていただいて、運営ができたらというふうには考えております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 一般質問でも前向きな話も出まして、私も大変いいことだなと思っておりま

す。ただ、ＪＲとの管理、例えば自販機とか収益性が大変いいと思うんですけど、先ほど

同僚委員も言われましたお土産とかですね。それで、一つ気になったのは、最初、安達室

長言われた倉庫というんですか、今、荷物がいっぱいになっとると。それはどのようにし

ようと考えておられますか。大体どれぐらいのエリア、私も前の売店の広さぐらいは分か

るんですよ、そこもぎっしり入っておって、それ、奥には元駅員さんがおられた部屋が、

そこも使えるわけですか。そこも使えたらもっといろんな活用もできるわけですけども、

もうほとんどＪＲさん使わないと思うんで、その辺はどのようにされますか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 まず、生山駅構内の駅員室でございますけれども、こちらのほうもＪＲのほ

うからは使っていただいて結構ですということはいただいておりますが、あそこで現金を

扱う券売機等がある関係で、それを、その部屋を使用するためには簡単に出入りができな

い構造に変えてくださいということを言われておりますので、なかなか二の足を踏んでい

るような状態でございます。

今、山里Ｌｏａｄといたしましては、日南病院の程近くに、ちょっと民間の所有の物件

になりますけれども、倉庫を１件お借りするような協議をしているのと、できますれば物

置等も、すぐ近くに置いておきたい荷物なんかは物置を設置しまして、そちらのほうに保

管をしたいというふうに双方で考えております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 昨日の同僚議員の一般質問で、売店にいる山里ＬｏａｄのスタッフがＪＲに

乗り降りのサポートもやるような形にしますというようなお話でした。（発言する者あ

り）そう、ちょっと待ってください、私はちょっと、ていうか、そういうしますとは言い

ましたけど、だから、それにはＪＲとの交渉が必要ですというようなお話ではあったとは

思うんですけれども、その辺りはＪＲと交渉も具体的にしていくのかどうか、どうなんで

すか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 ホーム上での、ホームに入ってのそういった支援というところは、ＪＲに確

認しておりますけれども、してはいけない、ＮＧということで確認しております。責任問
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題がございますので、それは行わないでほしいということを聞いております。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 じゃあ、できないんですね、基本的にね。それだったら、やっぱりそのサポ

ート人員も必要なんじゃないかと思うんですけれども、ハード的な改良はしてくれないと

いうことであったので、それであれば、せめて人を配置してほしいと思うんですよね。た

だ、そのときに、ＪＲに全額人件費を出してくださいというのは難しいかもしれないんで

すが、例えば町が半額人件費を出したら、ＪＲのほうで責任を持ってサポートできるスタ

ッフを雇ってくれるとか、何かそういうような方法はないんでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 ＪＲとの協議の中で、やはりその話もいろいろさせてもらっ

たんですけれども、取りあえずといいますか、そういった足腰不安がある方は、乗り降り

のときにサポートしてほしい方は、駅にまず電話をしてほしいと。乗務員と言いましたけ

ど、実際には駅のほうに電話をしてほしいと。そうしますと、根雨駅からでも人が来て、

きちんと介助なりさせていただくということを言われましたので、そこを遠慮なく声をか

けてほしいというような発言をされましたので、ですので、もしそういった方がいらっし

ゃいましたら、今後もやはりこちらもどんどんＰＲしてもいいということをＪＲは言われ

ましたので、そういったこともお声かけくださいという、駅のほうに連絡をくださいとい

うことですけれども、駅員さんにそういったことはしていただくというのが、まず第一義

かなというふうに思ってます。

○櫃田委員長 岡本健三委員。

○岡本委員 いや、よく分かんないですよ。根雨駅も、あれも純粋なＪＲの社員とかでは

ないというふうにたしか聞いてますけど。

○櫃田委員長 岡本委員、これは山里Ｌｏａｄの予算に関係する事項でしょうか。

○岡本委員 直接は関係はしない、山里Ｌｏａｄはしちゃいけないっていうことだったん

で、生山駅のことに関する話ですけれども、関連すると思うんですが。（「予算を計上さ

れてない」と呼ぶ者あり）

○櫃田委員長 また別の機会にお願いします。

○岡本委員 はい。

○櫃田委員長 そのほかございますでしょうか。

山本議長。
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○山本議長 山里Ｌｏａｄの人件費についてお尋ねをしますが、私が計算しましたら、１

人当たり、９名で平均４３０万ぐらいになるんですが、この金額について適切かどうかと

いうふうに、どう思っておられるかお尋ねをいたします。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 山里Ｌｏａｄにちなんの職員の人件費につきましては、法人の理事長、あと

副理事長になりますが、業務執行理事につきましては金額のほうを固定額としております。

ただ、この法人が設立された段階で、職員の給与につきましては日南町職員の給与に準じ

るというような扱いとしております。給与が高い低いというような議論はおありだろうと

は思いますし、実は予算編成の中でも、この法人に限らずいろんな法人がございますので、

その給与のバランスって適正なものかっていうようなことは議論になっておりまして、今

後、総務課等も中心になりまして、その辺を整理していくこととされておりますので、地

域づくり推進課としてはそのような形で、基本的には、一般職員につきましては４号昇給

ということを町の職員と同じでしておりまして、今まで人事評価というものが山里Ｌｏａ

ｄにちなんではございませんでしたが、今年度をめどにそういった人事評価も取り入れる

ようなお願いをしておるところです。以上です。

○櫃田委員長 山本芳昭議長。

○山本議長 今初めて、町の職員に準ずるっていう取決めですか、初めて聞きました。知

りませんでしたが、もしこの一般社団法人でないところが委託を受けたらどうするんです

か。今までずっと積み上がってきた人件費をそのまま継続して上に上がっていくんですか。

もうここの山里Ｌｏａｄに委託することありきの予算になってて、大体はどこが受けても

同じ金額になるべきだと思うんですよね。年数を重ねたら昇給していきますよっていう話

ではなく人件費は固定。それで、ここの施設を使って、先ほど自主事業って言われました、

自主事業をして、そこで利益を生んで、給料、年収を上げていくっていうのがあるべき姿

じゃないでしょうか。それだったら、もうここに委託しなくても、町の職員でやられたら

いいじゃないですか。どうでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 今、仮定の話をいただきましたけれども、仮にこういったよ

うな委託事業をする場合には、町としてはきちんと人件費部分幾らとか、一応設計額を持

っておって、その上で業者に、プロポーザルなのか入札なのかで会社ができる数字、それ

を提示してもらって、それでもって契約というような形にはなると思うんですが、この法
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人設立から町は非常に関与しておった事業所でございます。そこがやるときに、行政職１

級ですかね、の給与に準ずる形での給与体系で行うという約束をしとったということで聞

いておりますんで、今回もそれに準じてそのような、このたびも人事院勧告では１級の給

与もかなり上がりましたし、上げ幅も大きくなったとは思いますけれども、それに準じた

形での給与形態になっておりますので、そのような形になりました。

先ほど室長も言いましたように、今後、ほかの団体についても同じような給与形態を取

っとるとこもありますので、そういったところも見直しは必要なんじゃないかというよう

な議論にもなったという説明だったんですが、そのような形で今後見直はかかってくると

は思いますが、今の段階では、これまでの取決めに従った給与の委託の形態を取っていき

たいということで、今年度はこの形で計上させていただいておるところでございます。

○櫃田委員長 山本芳昭議長。

○山本議長 例えば、理事長は病院の事業管理者と比べて、金額は言えませんので、こち

らのほうが上なんじゃないですか。事業管理者よりも上じゃないですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 個別の給料につきましては、公開されておるこの場でお答えすることはでき

ませんけれども、こちらの本日資料としてお示しをしております表の中に、個人ごとの内

訳というものは概要は示しております。この場での、すみません、口頭のどちらが高い低

いの発言は控えさせていただきたいと思います。

○櫃田委員長 山本芳昭議長。

○山本議長 具体的な金額は言ってませんよ。ですから、上か下かっていうことは言える

んじゃないですか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 病院の管理者の金額とという、比較ということですけれども、

すみません、正直、私のほうも金額のほう把握しておりませんので、御容赦いただきたい

と思います。

○櫃田委員長 山本芳昭議長。（「４回目ですよ」と呼ぶ者あり）いや、回数なしです。

（発言する者あり）

大西保委員。

○大西委員 今、議長が言われましたけど、それに関連してちょっと質問します。だから、

具体的金額は言いませんけども、この山里Ｌｏａｄにちなんのなる前は、ここにおられる
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数名の方は日南町の役場の中でいろんな支援員でされとったのでね、地域おこし協力隊と

いう名目かも分かりません、職員のあれ。だったらそのときの報酬額がベースになるんじ

ゃないかなと。私、知りません、恐らくそうだと思うんですが、そうした場合に、どおん

と山里Ｌｏａｄにちなんになった場合に、失礼な言い方、１．５倍とか、初めてこれ見た

もので、普通はもうそのままスライドかプラスアルファぐらいかなと思っておったんです

けども、今までトップの話はちらちら聞いておりましたけども、その辺はどうですか。以

前役場内におられたときにいろんな支援員、空き家とかいろいろされてました。その方が

今、山里Ｌｏａｄに行った場合に１．１倍になったのか、これ見たら１．５倍以上になっ

てるんじゃないでしょうか、どうでしょうか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 今の理事長も確かに役場で勤務していただいとった過去もあ

りますけれども、これにつきましては法人設立のときに、理事長という任を担っていただ

く方に対しての報酬といいますのは、やはりそれはそれなりの責任を持った役職でござい

ますので、役場で勤務していたときとは同一に比較というのはちょっとできないかなとい

うふうには思っております。

○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 いや、一般職員さんのことも言うたんで。一般職員さんは実際に空き家バン

クであるとかこうやって定住とかね、いろんな相談してたときの報酬額に比べて、山里Ｌ

ｏａｄ行った場合に私の想像では１．５倍ぐらいになったんじゃないかなということをち

ょっと教えてと。１割ぐらい上がるのはいいと思うんですよ、頑張っておられてね。ただ、

私も議長と一緒で、金額を見たとき驚いたわけですよ。やっぱりその辺は考えないと、思

うんですが、その辺はどうでしょう。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 理事長と副理事長、業務執行理事につきましては、いわゆる法人となります

ので、理事会のほうでもう判断をされてというところで、そういったところで最終的には

金額が決定をされております。一般のそれ以外の職員につきましては、元は役場におられ

た方もいらっしゃいますけれども、そういった方々は、今役場でいいます会計年度任用職

員さんという立場であったであろうと思いますんで、そういった状況を踏まえますと、確

かに委員おっしゃいますとおり、収入のほう、給与のほうは上がっているというふうに思

っております。
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○櫃田委員長 大西保委員。

○大西委員 そのとき、一番、ここのできたときに、私はそのときに質問して、答えもい

ただいてないんですが、理事の方が数名おられます。理事の手当は幾らですかという質問

をしておったんですが、全く回答いただいてません。ここにも理事の費用は入ってません

が、人件費が。たしか四、五名の方おられると思うんですよ。それは無報酬で頑張ってお

られるかも分からないんですけども、私、年間３万か５万か１万か分かりませんけども、

お聞きしたんですが、どうでしょうか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、山里Ｌｏａｄの理事と業務執行理事のほうは、手当のほうはつ

かないこととしております。現状もそのようになっております。（発言する者あり）すみ

ません、理事長のみ手当はございません。（発言する者あり）すみません、その他の理事

につきましては、すみません、ありますけれども、こちらの理事長と副理事長……（発言

する者あり）業務執行理事……（発言する者あり）の報酬です。その他の理事につきまし

ては、すみません、無報酬ということでございます。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 すみません、ちょっと１点。先ほどからのあれで、この給料がどうのこうの

いうよりも、自主事業をこれから先どんどんやっていくような話があったわけなんですが、

その自主事業の収益ですね、もうかったときは、これは職員の力として職員のほうに返さ

れるべきではないかということです。それを前提として、今の給料の決め方がおかしいで

はないかという、自分は今、話を聞いて感じたわけなんですが、その辺の考え方というの

はどのように考えておられますか。

○櫃田委員長 淺田課長。

○淺田地域づくり推進課長 自主事業で利益を出されて、それをどのように分配するのか、

もしかしたら会社に留保して今後の活動に充てていくのか、その辺りはやはり一般社団法

人でありますその会社といいますか、そちらの団体のほうで決めていっていただくという

ことが前提ではなかろうかなというふうには。基本的には、給料はもう今、きちんと担保

してるといいますか、行政職の給料表を使うんだということでやっておられるんであれば、

そこはやはり会社のほうで、会社といいますか、一般社団法人の中で今後の活動に充てて

いただくというのが理想ではなかろうかなというふうには思っております。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。
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○近藤委員 先ほど人事考課を取り入れていくということでしたが、この人事考課は何を

もって、これは町のほうが人事考課を優先してされるのか、山里Ｌｏａｄの人事考課に対

して町のほうが納得してこの給与に反映させるのか、今、どのような考えですか。その人

事考課のされるという方法というかな、方法と反映が分かりませんが、どのようにお考え

ですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 人事考課につきましては、現状、この設立以来３年間ありませんでしたので、

役場の人事評価の方法等を山里Ｌｏａｄのほうには示しておりますが、その具体的な反映

方法ですとか、そういった中身につきましては、町のほうからそこまで積極的に関わって

いく思いは持っておりません。あくまでも法人で人事評価というものを取り入れてくださ

いというお願いのみしておるところです。

○櫃田委員長 近藤仁志委員。

○近藤委員 それは、この委託事業の給与に反映するということですか。

○櫃田委員長 安達室長。

○安達室長 すみません、改めてになりますけれども、法人の給料、日南町の職員の給料

表を参酌して、参考にしておりますけれども、私どものほうもこの給料、右肩上がりって

いうところは到底今後、恐らく認められないというところは法人のほうには申し上げてお

りまして、そのために自主事業をどんどんやって内部の留保金というものを稼いで、そち

らのお金をそういったところに使うですとか、この法人の自由な運営に使っていきましょ

うというところはお話をさせていただいてるところです。来年度、ちょっと取り組もうと

しておりますその駅関連の事業も、グッズ販売等を法人にしてもらって、その利益を法人

の利益としてぜひ頑張っていただきたいというところで、この事業も上げさせていただい

たところではございます。

○櫃田委員長 よろしいでしょうか。

全般を通して質疑漏れありませんでしょうか。よろしいでしょうか。

確認いたします。資料提出としまして、地域おこし協力隊の一覧表と、それからまち活

ポイントの要綱、これは名称が変わったからということですね。それから、各地域ごとの

資料、集落支援員の資料と、それからまち協の交付金利用の一覧表、あとはガバメントク

ラウドのよく分かる表、初期投資、運用等々ですね。それと、確認事項としまして、町外

たったもポイントの実際どうだったかどうかということの確認ということでよろしいでし
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ょうか。

大西保委員。

○大西委員 ＫＰＩの外国人材の数値の、今言われた、今現在の最初まとめた表をまず出

していただいて、病院であるとかあかねの数値をどうするか、ここが今まで取りまとめ役

なんで、それの表を出していただきたいんですが。

○櫃田委員長 病院に関しては、病院の聞き取りのときに恐らく分かれば出てくるし、先

ほどの室長の話では、最終的にはここの課がするでしょうけども、取りあえず……（発言

する者あり）ＫＰＩ。

○山本議長 ＫＰＩはまち未来創造課が取りまとめるようになっとると思うんで。

○大西委員 いえいえ、これ、いただいたんですよ。２月ぐらいに。これ、地域づくり推

進課になってますよ。

○山本議長 まち未来でやるようになってます。

○大西委員 いやいや、それはトータル。

○山本議長 だから、これをまとめるところはまち未来。

○大西委員 まち未来、でも、ここに担当課と書いてある。

○櫃田委員長 明日のまち未来創造課で聞いてください。

○櫃田委員長 以上でよろしいでしょうか。（「よろしい」と呼ぶ者あり）お疲れさまで

した。

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。

令和 年 月 日

委員長

副委員長


